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本書について 

 

 ◆ 本書の著作権は、本書著作者が所有しています。 

 ◆ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することを固くお断りいたします。 

 ◆ 本書の内容について、将来予告なく変更することがあります。 

 ◆ 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや 

  記載漏れなどのお気づきの点がありましたらご連絡ください。 

 ◆ 乱丁本、落丁本はお取り替えいたします。販売店までご連絡ください。 

 ◆ 記載されている会社名及び商品名は、各社の商標または登録商標です 
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はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

このたびは  をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。  をお使い

の際には、この取扱説明書をよくお読みいただき、本機の性能を十分に発揮していただくとともに、末永く

ご愛用くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

SR2000SR2000SR2000SR2000AAAA    のののの概要概要概要概要    

 

 は、プロフェッショナル用途の高性能なRFフロントエンドを内蔵したデジタル式モニタースコ

ープです。RF ユニットの中間周波（IF）信号をデジタル処理し、FFT（高速フーリエ変換）演算を用いて、

計測機器のようにリアルタイムでスペクトラム解析や高速な信号検出を行うことができます。5インチTFT

カラー液晶表示器を採用し、鮮やかで多彩な表示を可能としました。 

コンパクトな筐体に高いRF技術とデジタルテクノロジーを集積したモニタースコープです。 

 

 に内蔵されているRFフロントエンドユニット（以下 RFUと記します）は、25MHz～3GHzの非常

に広い入力帯域をカバーするトリプルスーパーヘテロダイン式の高周波モジュールです。入力信号に対して

リニアリティが高く、良質な中間周波信号(10.7MHz)を抽出するために専用設計がされています。さらに洗

練された復調段とAF増幅回路を持っており、広帯域復調モジュールとして高品位なAF（オーディオ）信号

をスピーカなどに出力することもできます。 

 

高性能なモニタースコープを構成する  のデジタル信号処理部分は、RFU から得た良質な中間周

波信号をデジタル化し、DSP による多彩な演算処理によってリアルタイムなスペクトラムディスプレイを実

現しています。スペクトラム観測には一定間隔で割り当てられた電波などを観測する場合に適した「ステッ

プレゾリューションモード」、既知の周波数帯に割り当てられた電波などの観測に有効な「チャンネルスコ

ープモード」といった、弊社が独自開発しました利便性の高い観測モードが組み込まれています。 

 

さらに「平均化や最大値保持、ピーク検出」のように計測用スペクトラムアナライザと同じような演算処理

を行うことができるうえ、信号強度の時間変化を色によって滝状に表示する「ウォーターフォール機能」も

搭載しています。通信ポートを介してパーソナルコンピュータなどから遠隔制御することもできますので、

各種観測用途で幅広く活用することが可能です。 

 

 の梱包には、右表に示した物品が同梱されています。お使いになる前に、かならず内容品をお確

かめください。万一、不足している物がありましたら、弊社営業部までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4

 

SR2000A SR2000A SR2000A SR2000A のののの内容品一覧内容品一覧内容品一覧内容品一覧    

 

 本体    1 

専用ACアダプタ    1 

取扱説明書(本書)   1 

保証書        1 

ユーザー登録ハガキ  1 

 

 

 
                  本体 

 

 

 

 

 

 

 

      

専用ACアダプタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取扱説明書(本書)    ユーザー登録ハガキ       保証書 
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ごごごご用意用意用意用意していただくものしていただくものしていただくものしていただくもの    

 

を使用する上で、本機以外にご用意していただく機材がございます。 

 

 

● 受信用アンテナ 

 

はアンテナを付属しておりません。本機の広帯域受信を効率よく運用するにおいては、各受信周

波数に応じた専用アンテナをご用意してください。 

 

のアンテナ端子はBNC型のメスコネクタを使用しています。アンテナの端子及び外部アンテナか

らのケーブルの端子はBNC型のオスコネクタを使用して接続してください。 

 

 

※ オプション外部アンテナ 

    
   SA7000                  DA3000                     DA753G            室内用 LA380 

 

 

● PCコントロール用シリアルケーブル 

 

は PC によるコントロールができるようにシリアル端子があります。USB 端子の REMOTE1 と

D-SUB9P(オス)端子のREMOTE2があります。接続するパソコンの端子に合わせたストレートタイプのシリア

ルケーブルをご準備ください。 
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安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    

 

製品を安全にご使用いただくために、この「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。お読み

になった後は、必要なときにご覧になれるように大切に保管してください。 

 

この「安全上のご注意」は、お使いになる方や他の方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しく

お使いいただくための内容を記載しています。ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。 

 

表示の説明 

注意事項は危害や損害の程度により次の表示をしています。 

 

表示表示表示表示のののの説明説明説明説明    

注意事項は危害や損害の程度により次の表示をしています。 

 危険 

誤った取扱をされた場合、死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが

想定される内容です。 

 警告 

誤った取扱をされた場合、死亡または重傷を負う可能性が切迫して生じること

が想定される内容です。 

 注意 

誤った取扱をされた場合、傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可

能性が想定される内容です。 

 

図記号図記号図記号図記号のののの説明説明説明説明    

 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

 

分解してはいけないことを示す記号の例です。 

 

強制（必ず実行していただくこと）を示します。 

 
電源プラグをコンセントから抜くことを示す記号の例です。 

 

 

通信通信通信通信のののの秘密秘密秘密秘密    

電波法第電波法第電波法第電波法第59595959条条条条でででで「「「「特定特定特定特定のののの相手方相手方相手方相手方にににに対対対対してしてしてして行行行行われるわれるわれるわれる無線通信無線通信無線通信無線通信をををを傍受傍受傍受傍受してそのしてそのしてそのしてその存在存在存在存在をををを若若若若しくはしくはしくはしくは内容内容内容内容をををを漏漏漏漏らしらしらしらし、、、、

またこれをまたこれをまたこれをまたこれを窃用窃用窃用窃用してはならないしてはならないしてはならないしてはならない」」」」とととと通信通信通信通信のののの秘密秘密秘密秘密にににに関関関関してしてしてして定定定定められていますめられていますめられていますめられています。。。。おおおお客様客様客様客様がががが受信受信受信受信したしたしたした通信通信通信通信のののの内内内内

容容容容はははは、、、、電波法上電波法上電波法上電波法上、、、、内容内容内容内容またはまたはまたはまたは存在存在存在存在をををを第三者第三者第三者第三者にににに漏漏漏漏らしたりらしたりらしたりらしたり、、、、そのことによるそのことによるそのことによるそのことによる行動行動行動行動をををを起起起起こしたりすることがこしたりすることがこしたりすることがこしたりすることが

禁止禁止禁止禁止されていますされていますされていますされています。。。。    
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本体本体本体本体のののの取扱取扱取扱取扱についてについてについてについて    

    

警警警警            告告告告    

● 分解分解分解分解・・・・改造改造改造改造はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。 

発熱・発火・破損の原因となります。修理等は販売店または当社窓口にご相談ください。 

（分解・改造をされると期間内でも保証適用外となります）        

● 航空機内航空機内航空機内航空機内などのなどのなどのなどの使用使用使用使用をををを禁止禁止禁止禁止されたされたされたされた場所場所場所場所ではではではでは電源電源電源電源をををを切切切切ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

  他の電子機器に影響を及ぼすことがあります。    
    

● 引火引火引火引火・・・・爆発爆発爆発爆発のののの恐恐恐恐れがあるれがあるれがあるれがある場所場所場所場所ではではではでは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

引火性ガスなどが発生する場所で使用すると、発火の原因となることがあります。    
    

● 雷鳴雷鳴雷鳴雷鳴がががが聞聞聞聞こえたこえたこえたこえた場合場合場合場合はただちにはただちにはただちにはただちに使用使用使用使用をををを中断中断中断中断してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

落雷・感電の原因となります。雷鳴が聞こえた場合はご使用を中止し、外部アンテナを

設置している場合は、アンテナ端子も外してください。  

● 煙煙煙煙がががが出出出出るるるる。。。。異臭異臭異臭異臭がするなどのがするなどのがするなどのがするなどの異常異常異常異常があるがあるがあるがある場合場合場合場合はははは、、、、ただちにただちにただちにただちに電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグ外外外外してしてしてして、、、、弊社弊社弊社弊社サーサーサーサー

ビスビスビスビス課課課課またはまたはまたはまたは販売店販売店販売店販売店にににに修理依頼修理依頼修理依頼修理依頼をしてくださいをしてくださいをしてくださいをしてください。。。。 
 

    

    

注注注注                    意意意意    

● 濡濡濡濡らさないでくださいらさないでくださいらさないでくださいらさないでください。。。。 

水などの液体が入ると、発熱・感電・故障の原因となります。    
    

● 乳幼児乳幼児乳幼児乳幼児のののの手手手手のののの届届届届くくくく場所場所場所場所にはにはにはには置置置置かないでくださいかないでくださいかないでくださいかないでください。。。。    

ケガなどの原因となります。 
 

● 強強強強いいいい衝撃衝撃衝撃衝撃をををを与与与与えないでくださいえないでくださいえないでくださいえないでください。。。。 

故障・破損の原因となります。 
 

● 湿気湿気湿気湿気・・・・直射日光直射日光直射日光直射日光などはなどはなどはなどは避避避避けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。 

故障・発熱・発火の原因となりますので、次のような場所などで使用したり、放置した

りしないでください。 

・ 湿気やホコリの多いところ 

・ 直射日光の当たる場所 

・ 高温になる場所や極端な低温環境下 

 

    

 

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合及びこの製品の使用によ

って受けられました損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社（株式会社エーオー

アール）は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 
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おおおお    願願願願    いいいい    

● 本機は、防水仕様になっていません。浴室など湿気の多い場所ではご使用にならないで

ください。また、雨などがかからないようにご注意ください。故障の原因となります。 
 

● お手入れの際は、乾いた柔らかい布で拭いてください。濡れた雑巾などは故障の原因と

なりますので使わないでください。ベンジン・シンナー・洗剤などを用いると外装や印

刷が変質することがありますのでご注意ください。  

● 公共の場所で使用される際には、周りの方にご迷惑にならないようにご注意ください。 

 

 

 

ACACACAC アダプタアダプタアダプタアダプタのののの取扱取扱取扱取扱についてについてについてについて 

    

警警警警            告告告告    

● 分解分解分解分解・・・・改造改造改造改造はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。 

発熱・発火・破損の原因となります。修理等は販売店または当社窓口にご相談ください。 

（分解・改造をされると期間内でも保証適用外となります）        

● 直流出力直流出力直流出力直流出力ををををショートショートショートショート((((短絡短絡短絡短絡))))させないでくださいさせないでくださいさせないでくださいさせないでください。。。。 

  発熱・発火・破損の原因となります。    
    

● 引火引火引火引火・・・・爆発爆発爆発爆発のののの恐恐恐恐れがあるれがあるれがあるれがある場所場所場所場所ではではではでは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

引火性ガスなどが発生する場所で使用すると、発火の原因となることがあります。    
    

● 濡濡濡濡らさないでくださいらさないでくださいらさないでくださいらさないでください。。。。 

水などの液体が入ると、発熱・感電・故障の原因となります。 
 

● 電源電源電源電源コードコードコードコードをををを破損破損破損破損しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

  発熱・発火・感電の原因となります。 
 

● 湿気湿気湿気湿気・・・・直射日光直射日光直射日光直射日光などはなどはなどはなどは避避避避けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。 

故障・発熱・発火の原因となりますので、次のような場所などで使用したり、放置した

りしないでください。 

・ 湿気やホコリの多いところ 

・ 直射日光の当たる場所 

・ 高温になる場所や極端な低温環境下 

 

● 濡濡濡濡れたれたれたれた手手手手ででででACACACAC アダプタアダプタアダプタアダプタ、、、、電源電源電源電源コードコードコードコードややややコンセントコンセントコンセントコンセントにはにはにはには触触触触れないでくださいれないでくださいれないでくださいれないでください。。。。 
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注注注注                    意意意意    

● 乳幼児乳幼児乳幼児乳幼児のののの手手手手のののの届届届届くくくく場所場所場所場所にはにはにはには置置置置かないでくださいかないでくださいかないでくださいかないでください。。。。    

ケガなどの原因となります。 
 

● おおおお手入手入手入手入れをするときはれをするときはれをするときはれをするときは、、、、コンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 

 

● 長期間使用長期間使用長期間使用長期間使用しないときはしないときはしないときはしないときはACACACAC アダプタアダプタアダプタアダプタををををコンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 

  不慮のショート(短絡)などの原因となることがあります。 
 

● 家庭用電源家庭用電源家庭用電源家庭用電源(AC 100V)(AC 100V)(AC 100V)(AC 100V)でででで使用使用使用使用してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

  ACアダプタは国内専用です。海外では使用できません。 
 

 

 

自動車自動車自動車自動車などへなどへなどへなどへ搭搭搭搭載載載載されたされたされたされた場合場合場合場合についてについてについてについて    

危危危危            険険険険    
● 車内では運転の妨げにならないように、しっかりと固定しましょう。 

取付けが不安定なままだと運転の妨げになったりして思わぬ事故の原因となることがあり

ます。  

● 運転中の操作はやめましょう。 

運転中の操作は大変に危険ですのでやめましょう。 

操作時は、自動車を安全な場所に停止させてから行ってください。  

 

 

警警警警            告告告告    
● 過大音量に注意しましょう。 

音量を大きくし過ぎるとクラクションや警報機の音が聞こえにくくなり、大変に危険です。

音量は適切に調整しましょう。  

● ヘッドホンは使用しないでください。 

運転中はヘッドホンの使用はやめましょう。 
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TFTTFTTFTTFT 液晶液晶液晶液晶ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイについてのごについてのごについてのごについてのご注意注意注意注意    

 

 は5インチのTFT液晶ディスプレイを使用しています。本機を使用する上で、TFT液晶ディスプ

レイについて下記の項目にご注意ください。 

 

 

●●●●    使用場所使用場所使用場所使用場所のののの周辺温度周辺温度周辺温度周辺温度についてについてについてについて 

 の使用周辺温度が低いときや本機自体が冷えている場合、または寒冷地でご使用のときは電源

ON時に、TFT液晶ディスプレイが正常な明るさで動作するまでに数分かかることがあります。これは故障や

異常表示ではありません。 

 

 

●●●●    TFTTFTTFTTFT 液晶液晶液晶液晶ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの表示表示表示表示についてについてについてについて 

TFT 液晶ディスプレイは高密度技術で製造されており、99.99%以上の有効画素数がありますが、0.01%以下

の非点灯や常時点灯の画素が含まれる場合があります。これは故障や異常ではありません。 

 

 

●●●●    TFTTFTTFTTFT 液晶液晶液晶液晶ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの表示表示表示表示やややや明明明明るさのるさのるさのるさのムラムラムラムラにつにつにつについていていていて 

TFT液晶ディスプレイは表示内容や周りの環境からの影響により、その表示にムラが発生する場合がありま

すが、これは故障や異常ではありません。 

 

 

●●●●    TFTTFTTFTTFT 液晶液晶液晶液晶ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイのののの破損破損破損破損についてについてについてについて 

誤ってTFT液晶ディスプレイを破損し、中の液体が漏れ口や目に入ったときは、ただちにきれいな水で長時

間洗い流し、すみやかに医師の診断を受けてください。 

また、皮膚や衣類に中の液体が付着したときは、すぐにアルコールなどの溶剤で拭き取り水洗いをしてくだ

さい。そのまま放置すると、皮膚や衣類を傷める原因になります。 

 

 

●●●●    TFTTFTTFTTFT 液晶液晶液晶液晶ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイにににに触触触触れないでくださいれないでくださいれないでくださいれないでください。。。。 

 のTFT液晶ディスプレイはタッチ方式ではありません。ソフトキー表示エリアの表示部分を押す

のではなく、TFT液晶ディスプレイ右側のソフトキーを押してください。 
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1.1.1.1.    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とはたらきとはたらきとはたらきとはたらき        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     13 13 13 13    

 

 1-1 フロントパネル ・・・・・・・・・・・・・・・・・  14 

1-1-1 メイン操作キー ノーマル動作 ・・・・・・・・・  15 

1-1-2 メイン操作キー ファンクション動作 ・・・・・  16 

1-1-3 基本操作キー ・・・・・・・・・・・・・・・・・  18 

 1-2 TFT液晶ディスプレイ ・・・・・・・・・・・・・  19 

 1-3 リアパネル ・・・・・・・・・・・・・・・・・  20 

 

2.2.2.2.    接続接続接続接続        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     22 22 22 22    

 

     2-1 電源の接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  22 

     2-2 アンテナの接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  23 

 

3.3.3.3.    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ     ・・・・・・・・・・・・・・・・・  24 

 

     3-1 電源を入れる ・・・・・・・・・・・・・・・・・  24 

     3-2 電源を切る ・・・・・・・・・・・・・・・・・  25 
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1111----1111    フロントパネルフロントパネルフロントパネルフロントパネル    

 
 

① スピーカ 

  の上ケース中央にスピーカがあります。 

 

② TFT液晶ディスプレイ 

モニター波形や設定状態など多彩な情報を明確に表示するカラー液晶表示部です。 

 

③ フロント電源スイッチ 

 の電源スイッチです。 

 

④ ソフトキー 

TFTディスプレイ上に機能が表示される多目的キーです。状態によってキーの役割は変化します。 

 

⑤ スタンド 

前面を持ち上げて置くためのスタンドです。前に引き出して使用します。 

 

⑥ メイン操作キー 

周波数などの数値入力や設定などに使用するキー群です。 

 

⑦ 基本操作キー 

中心周波数、スケルチ、ボリューム（AF出力）の基本操作に特化されたキーです。 

 

⑧ ダイヤル 

周波数の変更や各設定、選択肢の選択、マーカーの移動などに使うダイヤルです。 
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1111----1111----1111    メインメインメインメイン操作操作操作操作キーキーキーキー    ノーマルノーマルノーマルノーマル動作動作動作動作    

このメイン操作キーは、ボタン上の機能と左上のFUNCキーによるファンクション機能とがあります。 

各種キーの操作は注意してください。 

 

 
 

ノーマル操作 押す動作と長押し動作の2つがあります。 

 

 ~  及び  周波数や各種設定の数値の直接入力に使用します。 

 ファンクション機能を呼び出すときに前置するFUNCキーです。 

 受信時の復調モードを設定するMODEキーです。 

 ダイヤル操作時の周波数ステップを設定するSTEPキーです。 

 スペクトルの分解能を設定するRBWキーです。 

 アッテネータの設定をするATTキーです。 

 

    長押し動作 RF-AMPの設定をON/OFFを切り替えます。 

 

 入力時の1文字消去をするためのCLRキーです。 

 押す動作で、マーカー線の移動状態になります。再び押すと変更したマーカー線の位置をセンター周波

数として設定します。 

 周波数入力時のkHz単位の設定をするkHzキーです。 

 周波数入力時のMHz単位の設定及び、各種機能の決定するENTキーにもなります。 

 

    長押し動作 受信周波数をメモリーチャンネルに登録動作になり、メモリーチャンネル登録画面へ

と移行します。FUNC+3の長押し動作と同じです。 
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1111----1111----2222    メインメインメインメイン操作操作操作操作キーキーキーキー    ファンクションファンクションファンクションファンクション動作動作動作動作    

ファンクション動作をする場合は、各種キー操作の前にFUNCキーを押します。FUNCキーが押されるとTFT

ディスプレイ表示の左上にFUNCの文字が現れ、ファンクション動作になっていることを示します。 

 

    ↓↓↓↓    FUNCFUNCFUNCFUNC 動作時動作時動作時動作時のののの    FUNC FUNC FUNC FUNC のののの文字文字文字文字    

 

 
 

ファンクション動作時にもノーマル操作同様に「押す」動作と「長押し」の動作があります。 

 

 このFUNCキーを押しただけで、画面左上にFUNCの反転文字を表示し、ファンクションモード

に移行したことを示します。また、ソフトキー表示が変化します。 

 

        長押し動作 キーロック動作に移行します。 

              キーロック動作の場合は、キーロック解除の動作になります。 

 

 +  FFTサーチ動作設定画面に移行します。 

 +  サーチ動作へ移行し、サーチ動作表示画面へ変わります。 

 

        長押し動作 サーチバンク設定画面に移行します。 

 

 +  スキャン動作へ移行し、スキャン動作表示画面へ変わります。 

 

        長押し動作 メモリーチャンネル設定画面に移行します。MHzキー長押しと同じ動作です。 

 

 +  VFO モードの場合は、VFO-A からVFO-J までを順次切り替えます。また、VFO 以外の動作の場

合はVFOモードへと移行します。 
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 +  セレクトスキャン動作に移行し、セレクトスキャン動作表示画面へ変わります。 

 +  メモリー呼び出し、スキャン動作にて信号を受信してスキャン動作を停止しているときに、 

この操作をすると、設定されているメモリーチャンネルをセレクトスキャン設定に指定しま

す。また、すでにセレクト設定されている場合は、セレクト設定の解除をします。 

 +  プライオリティ動作を指定します。すでにプライオリティ動作をしている場合は、プライオリ

ティ動作の解除をします。 

 

        長押し動作 プライオリティの設定画面へ移行します。 

 

 +  各種設定の削除をする削除画面へ移行します。 

 +  SR2000Aの基本設定のコンフィグレーション設定画面に移行します。 

 +  スペクトラム表示画面の観測モード設定のソフトキー表示が変化します。 

 +  オフセット受信動作へ移行します。 

 

        長押し動作 オフセット受信のための設定画面へ移行します。 

 

 +  スペクトラム表示の演算動作設定のソフトキー表示が変化します。 

 +  ノーマルサーチ動作時のパス周波数設定をします。 

 

        長押し動作 パス設定した周波数一覧を表示します。 

 

 +  スペクトラム表示の幅(スパン)及び周波数ステップを設定します。 

 +  ウォーターフォール表示画面に移行します。 

 +  入力途中の設定を全てクリアーにいる動作です。MHzキーによる決定前にて有効です。 

 +  マーカー動作の選択するソフトキー表示が変化します。 

 +  スペクトラム表示の縦方向の表示レベル設定を変更します。 
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1111----1111----3333    基本操作基本操作基本操作基本操作キーキーキーキー        

ダイヤルの左側のキー群は、ダイヤル操作を設定するためのキー群です。これらのキーを押した後のダイヤ

ルの動作は、押されたキーにより動作が変化します。 

また、このキーにもメイン操作キー同様にFUNCキーによるファンクション動作があります。 

 

 

ノーマル操作 

 このキーを押した後の操作は、ダイヤル操作はボリューム調整になります。 

 

        長押し動作 ミュート状態のON/OFF操作になります。 

 

 このキーを押した後の操作は、ダイヤル操作はスケルチ調整になります。 

        スケルチ動作になっているときに、”押す”とレベルスケルチ動作(LSQ)とノイズスケル

チ動作(NSQ)の切替をします。押すたびに LSQとNSQとが切り替わります。 

 

        長押し動作 スケルチを解除してモニター動作になります。 

 

 このキーを押した後の操作は、ダイヤル操作は周波数可変操作になります。 

 

        長押し動作 マーカー線の移動操作になります。この時、MK.Fキーを押すと、マーカー線が 

中心周波数となり、受信動作に変わります。 

 

ファンクション操作 

 +  ノーマルの長押し動作と同じミュート動作となります。 

 +  ノーマルの長押し動作と同じスケルチ解除のモニター動作になります。 

 +  ノーマルの長押し動作と同じマーカー線の移動操作になります。 
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1111----2222    TFTTFTTFTTFT 液晶液晶液晶液晶ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ    

 

基本となるVFO動作時のTFT液晶ディスプレイを例として、各種表示の説明をします。 

 

 
 

① FUNC表示 

FUNC キーによる操作でファ

ンクション入力動作になっ

ていると表示します。 

⑪ スケルチ表示 
NSQ/LSQの各スケルチレベル

を表示します。 

② 動作表示 
VFO 動作になっていること

を表示しています。 
⑫ MKR表示 

マーカー位置の周波数と信

号レベルを表示します。 

③ 復調表示 復調モードを表示します。 ⑬ RBW表示 
スペクトラム解析の分解能

を表示します。 

④ 周波数ステップ 

メインダイヤル操作時の周

波数ステップを表示しま

す。 

⑭ グラフ上限表示 

グラフの上限のレベル表示

です。⑰の下限表示と連動し

て変化します。 

⑤ RF-AMP表示 
RF アンプの ON/OFF 表示を

します。 
⑮ SPAN表示 

グラフの表示スパンを表示

します。 

⑥ ATT表示 
アッテネータの動作状態を

表示します。 
⑯ OP表示 観測モード表示をします。 

⑦ VFO表示 
VFO動作時にA～JのVFO切

り替え表示をします。 
⑰ グラフ下限表示 

グラフ下限のレベル表示で

す。⑭と上限表示と連動して

変化します。 

⑧ 周波数表示 
復調しているモニター周波

数を表示します。 
⑱ START周波数 

スパン表示のスタート周波

数を表示します。 

⑨ Sメータ表示 
モニター周波数の信号強度

を表示します。 
⑲ CENTER周波数 

グラフ内の中心周波数を表

示します。モニター受信して

いる周波数でもあります。 

⑩ VOL表示 

上パネルのスピーカと

EXT-SP 及び PHONES 端子の

AF信号出力を表示します。 

⑳ END周波数 
スパン表示のエンド周波数

を表示します。 
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1111----3333    リアパネルリアパネルリアパネルリアパネル    

のリアパネルには、多くの端子やコネクタなどが配置されています。 

 

 
 

① アンテナ入力端子 

SR2000Aの信号入力端子でBNCコネクタです。50Ω系の同軸ケーブルでアンテナなどに接続 

します｡ 

 

 

 

② ヘッドホン端子 

SR2000AのRFUで復調したAF信号をヘッドホンに出力するための端子です。出力レベルは 

ボリューム調整と連動しています。端子径3.5φでモノラル出力です。 

 

 

③ 外部SP出力端子 

SR2000AのRFUで復調したAF信号を外部スピーカ（８Ω）に出力するための端子です。 

出力レベルはボリューム調整と連動しています。端子径3.5φでモノラル出力です。 

 

 

④ ACC端子 

検波出力や録音用ライン信号などが出力されているアクセサリ端子です。 

 

  ACC端子のピン配置 

SR2000のRFUに備えられているACC端子には、様々な応用ができるように、検波出力、録音 

用出力などが右表のように配置されています。2.6.7ピンは、アンテナ端子への入力信号が、 

FM 3kHz Deviation のときの値です 

 

ピン番号 出力される信号 ピン番号 出力される信号 

1 DC 5V 最大30mA 5 接続なし 

2 検波出力 50mVp-p 6 AF出力(H) 120mV 600Ω 

3 10.7MHz I/F-OUT 7 AF出力(L) 60mV  600Ω 

4 接続なし 8 グランド 
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⑤ 映像出力端子 

 TFT液晶ディスプレイに表示されている表示をVIDEO出力として出力します。 

 

 

 

 

⑥ REMOTE1端子 

シリアルデータ通信端子です。USB端子となっています。 

 

 

 

 

⑦ REMOTE2端子 

シリアルデータ通信端子です。D-SUB9ピン(オス)端子となっています。 

 

 

 

 

⑧電源入力端子 

SR2000の電源端子です。同梱の専用ACアダプタを接続して使用します。この電源端子は中央

のピンがプラスに接続されています。 

 

 

 

側面のネジ穴 

SR2000 の左右両側面には２箇所ずつネジ穴があります。このネジ穴はSR2000をラックなどにマウントする

際、必要に応じて使用するものです。止めネジはM4x8 をご使用ください。 
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2.2.2.2.    接続接続接続接続    

SR2000Aを使用に応じて各種の接続が必要です。 

基本使用の受信動作においては、①アンテナ端子と⑧電源端子の接続が必要です。 

その他、接続は使用状況に応じて、リアパネルの説明に従い接続してください。 

 

 
 

    

2222----1111    電源電源電源電源のののの接続接続接続接続    

SR2000AはDC12Vの直流電源で動作します。付属の専用ACアダプタを使用して接続してください。 

 

 

 

また、直流安定化電源装置を使用する場合は、直流安定化電源装置の出力電圧を12Vにしてください。 

1.5A以上の電流が確保できる直流安定化電源装置をお使いください。 
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2222----2222    アンテナアンテナアンテナアンテナのののの接続接続接続接続 

目的とする周波数に合ったアンテナを接続してください。SR2000Aのアンテナ端子はBNC型の端子となって

います。他のコネクタを使用している場合は、変換コネクタ等を使用者が別途ご準備をお願いいたします。 

 

                                     アンテナへ 

 

 

 

 

オプションのアンテナ例 

 

    
   SA7000                  DA3000                     DA753G            室内用 LA380 
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3.3.3.3.    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ    

電源等を正しく接続されている状態で、受信動作を開始する方法及び、正しい電源の切り方をご説明します。 

 

 

3333----1111    電源電源電源電源をををを入入入入れるれるれるれる    

本体の電源をONにするには、フロントパネル左側にある、POWERスイッチを押します。 

 

 
 

電源スイッチをONにすると、5秒ほどでTFT ディスプレイが点灯し、続いて下記のようなオープニング画

面が10秒ほど表示されます。この画面が終了すると、動作画面へと変わり受信動作を開始します。 

 

   
  オープニング画面 ***はバージュン表示           受信動作画面 

 

 

注意 電源スイッチを入れてから受信動作画面に移行するまで、15 秒ほど時間がかかります。受信動作画

面表示までの間は、各種の操作はしないでください。 

 

   外部のACアダプタや直流安定化電源装置のON/OFFで電源をON/OFFしないでください。 
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3333----2222    電源電源電源電源をををを切切切切るるるる    

本体の電源をOFFにするには、フロントパネル左側にある、POWERスイッチを押します。 

 

 
 

電源スイッチを押して電源をOFFにすると、直ちにTFTディスプレスは消え電源が切れます。 

 

 

注意 本機の電源を切る動作は、必ず本体の電源スイッチ操作でOFFにしてください。 

 

   外部のACアダプタや直流安定化電源装置のON/OFFで電源をON/OFFしないでください。 

 

      ※ SR2000Aは電源スイッチによるOFF動作において、電源OFF直前の動作状態を記憶する内部保存

機能があります。この機能は本体の電源スイッチによるOFF動作にて保存を開始しますので、 

     外部のACアダプタや直流安定化電源装置等によるOFF動作では、保存機能を開始しません。 

 

   ※ 正しい電源OFF動作において、保存された機能が次回電源ON時に生かされて動作を開始します。 

     不正な電源OFF動作での次回の電源ON時には、内部保存されていないため、正しく電源をOFF

にした状況までさかのぼって再生されます。よって、電源OFF直後の動作と異なる場合が発生し

ます。 

 

   上記の理由から、電源OFF直後に電源をONにする場合は、10から15秒の時間をおいてから電源を

ONにしてください。電源OFF直後の電源ON動作は、正常な受信動作にならない場合があります。 
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MEMO MEMO MEMO MEMO     
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4.4.4.4.    基本操基本操基本操基本操作作作作についてについてについてについて    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     27 27 27 27    

 

4-1 音量調整  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  29 

4-2 スケルチ調整 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  30 

4-3 周波数の可変 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  31 

4-3-1 ダイヤルによる周波数可変・・・・・・・・・・・・・  31 

4-3-2 １０キーによる周波数の直接入力 ・・・・・・・・・  32 

4-4 受信モードの変更  ・・・・・・・・・・・・・  34 
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4.4.4.4.    基本操作基本操作基本操作基本操作    

本機を使用するにおいて、基本的な操作をご説明します。 

電源及びアンテナが正しく接続されて、電源スイッチによる電源ONがされていることを前提としています。 

 

基本動作において、使用するボタン群は、基本操作キーとダイヤルになります。 

 

基本操作部分 

 

基本操作キー  

 

 

VOLキーを押した後で、ダイヤルを操作すると、音量調整ができます。 

 

SQUELCHキーを押した後で、ダイヤルを操作すると、スケルチ調整ができます。 

 

FREQ.キーを押した後で、ダイヤルを操作すると、受信周波数の変更ができます。 

 

 

 

ダイヤルや１０キー等による操作は、下のスタート画面では受信周波数表示をしている、白黒反転表示して

いる場所です。 

 
           受信周波数可変が可能であることを示す、白黒反転表示 
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4444----1111    音量調整音量調整音量調整音量調整 

音量調整をします。スタート画面では、受信周波数表示部分が白黒反転しています。このまま、ダイヤルを

操作すると、周波数が変化してしまいます。基本操作キーのVOLキーを押すことで、周波数可変から音量 

調整へと変わります。 

 

音量調整音量調整音量調整音量調整のののの手順手順手順手順    

 

基本操作キーのVOLキーを押します。 

 受信周波数表示の白黒反転が、VOL:00の文字の白黒反転への変化します。 

ダイヤルを時計方向に回すと、音量が大きくなります。左に回すと音量は少なくなります。 

   VOL:00の数字部分が音量にあわせて変化します。最大で72です。 

   また、同時にVOL:00右側の白枠の白領域が右側へと増加します。 

 

 

           VOL:30 と白黒反転し、右の枠が右側へと増加している。 

 

 

ミュートミュートミュートミュート動作動作動作動作((((無音状態無音状態無音状態無音状態))))    

 

音が出ている状態で、ダイヤル操作なしに音量00の状態にするミュート動作機能があります。 

 

● ミュート動作の手順 

VOLキーを”長押し”してください。 

または、FUNCキーを押した後にVOLキーを押します。 

    VOL:30表示と右側の白枠が赤色へと変化してミュート状態であることを表示します。 

 

● ミュート動作の解除 

VOLキーを”長押し”してください。 

または、FUNCキーを押した後にVOLキーを押します。 

    VOL:30表示と右側の赤枠が白色へと変化します。 
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4444----2222    スケルチスケルチスケルチスケルチ調整調整調整調整 

スケルチ調整をします。音量調整同様に基本操作キーを押すことで白黒反転表示が変化します。 

 

スケルチスケルチスケルチスケルチ調整調整調整調整のののの手順手順手順手順    

 

基本操作キーのSQUELCHキーを押します。 

 受信周波数表示の白黒反転が、LSQ:00の文字の白黒反転への変化します。 

ダイヤルを時計方向に回すと、スケルチレベルが大きくなります。左に回すとスケルチレベルはは少なくな

ります。 

   LSQ:00の数字部分がスケルチレベルにあわせて変化します。最大で72です。 

   また、同時にLSQ:00右側の白枠の白領域が右側へと増加します。 

 

  
レベルスケルチ表示             ノイズスケルチ表示 

 

● レベルスケルチとノイズスケルチについて、 

上記表示及び、説明ではLSQと表示しています。このとき、Sメータ表示の下の部分に白色のラインが表示

されています。このLSQとSメータ下の白ライン表示がレベルスケルチ調整の特徴である表示です。 

レベルスケルチ動作は、信号強度にのみ対応したスケルチ動作です。レベルスケルチで設定したスケルチレ

ベルを超えた強度の信号を受信します。特定の強い信号だけをピックアップするサーチ動作などは、このレ

ベルスケルチで設定しておくと便利です。 

レベルスケルチ動作以外にノイズスケルチ動作があります。このノイズスケルチは、信号強度によるスケル

チ動作ではなく、音声とノイズとを内部の回路で聞き分けて動作するスケルチ動作です。この場合の可変は

ノイズレベルの可変ということになります。ノイズスケルチ動作の場合は、NSQ表示となり、Sメータ表示

下の白線も表示されません。放送波などを聴く場合に便利です。 

 

● LSQとNSQの切り替え方法 

ダイヤルがスケルチ動作になっているときに、SQUELCHキーを押すと、LSQがNSQへと押すたびに切り替わ

ります。 

 

● Sメータ表示右側のSの文字について 

LSQ及びNSQのスケルチ動作において、スケルチレベルによってスケルチが開いて場合(オープン)はS表示

をして、閉じている場合(クローズ)はS表示も消えます。 

 

● MONI動作 (スケルチ動作の強制解除) 

Sメータの左側のS表示が消えている場合に、SQUELCHキーを”長押し”することで、押している間、スケ

ルチ動作を強制的に開く(オープン)ことができます。 
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4444----3333    周波数周波数周波数周波数のののの可変可変可変可変 

周波数を可変する方法は２種類あります。 

1つは、ダイヤルにて可変する方法です。もう一つは、１０キーによる直接入力による方法です。 

 

 

4444----3333----1111    ダイヤルダイヤルダイヤルダイヤルによるによるによるによる周波数可変周波数可変周波数可変周波数可変    

基本操作キーのFREQ.キーを押します。 

 受信周波数表示部分が白黒反転へ変化します。 

 

ダイヤルを時計方向に回すと、周波数が高くなり、左に回すと周波数が低くなります。 

   周波数の可変量は周波数ステップによって設定されています。 

 

 

● 周波数ステップの変更 

メイン操作キーのSTEPキーを押します。 

  TFTディスプレイの100.0kHzのオレンジ色文字が反転しブリンクしています。 

 

ダイヤルを回して、希望の周波数ステップを呼び出します。 

  0.1kHzから100.0kHzの範囲で15種類のステップの中から選択します。 

 

希望周波数ステップを選択したら、MHzキーを押します。 

  オレンジ色の文字反転が元に戻り、新たに選択した周波数ステップが表示されます。 

 

ダイヤルを操作すると、新たに設定した周波数ステップで周波数が変化します。 

 

 
周波数ステップの選択画面、100.0kHzが白黒反転 

 

● 任意の周波数ステップにする 

周波数ステップは、設定されている15種類以外も任意で設定することができます。 

STEPキーを押して、10キーを使い入力します。ただし、0.1kHz以上100.0kHz未満の範囲です。 

ただし、任意設定した後の、任意の新たな設定はできません。一度、15 種類のステップのどれかに戻って

から、再び任意の周波数ステップの設定をしてください。 
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4444----3333----2222    １０１０１０１０キキキキーーーーによるによるによるによる周波数周波数周波数周波数のののの直接入力直接入力直接入力直接入力    

 

下記画面のように受信周波数表示部分が、白黒反転しているときには10キーによる周波数入力ができます。 

 

 
 

周波数の入力範囲は、25.0000から3000.0000MHzの範囲で任意に入力することができます。 

 

 

● 入力例 アナログテレビの１チャンネルの音声周波数 95.75MHzを入力する場合 

      と10キーより入力します。 

最後のMHzキーを押す前であれば、入力した周波数をCLRキーで消去して変更することができます。 

 

 
95.75とに入力した時点での画面表示、入力数字がブリンクしている。 
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● SENTER FREQ. の周波数設定  

 

本機は、基本となるスペクトル画面表示では、中心周波数を受信周波数としています。下記の画面表示をご

覧いただくと、TFTディスプレイ下のソフトキー中央の表示が[CENTER FREQ.]と表示されています。 

ソフトキーの中央キーを押すと、[CENTER FREQ.]表示の上の周波数表示が、白黒反転します。10キーより、

周波数を入力すると、センター周波数を変更することができ、同時に受信周波数表示もセンター周波数と同

じ周波数表示となります。 

 

 
     ソフトキー    左キー     中央キー     右キー 

 

 

● START FREQ. と END FREQ. の周波数設定  

 

先のCENTER FREQ.同様に、ソフトキーの左右キーが、それぞれ START 及び END の周波数設定が可能です。 

 

[START FREQ.] スペクトラム表示の左端がスタート周波数位置になります。 

[ END FREQ. ]  スペクトラム表示の右端がエンド周波数の位置です。 

 

各々、設定したいソフトキーを押して、10 キーより周波数を入力することで、周波数を変更することがで

きます。ただし、表示スパン(表示の幅)設定により、設定位置以外の周波数は自動的に計算されて表示が変

化します。 

 

例えば、SPAN:10.000MHz 表示の場合に、[START FREQ.]を100MHzと入力すると、[CENTER FREQ.]は105MHz

に[ END FREQ. ]は110MHzと自動計算されます。 

 

※ この[START FREQ.] [CENTER FREQ.] [ END FREQ. ]のソフトキーを使用した周波数変更は、WSP動作(ワ

イド・スペース表示)でも有効です。 
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4444----4444    受信受信受信受信モードモードモードモードのののの変更変更変更変更 

 

本機は、25MHz から 3000MHz の受信ができます。受信モードとして、NFM WFM SFM AM の 4つの受信モード

があります。受信信号に合った受信モードを選択して快適な受信をしてください。 

 

 

● 受信モード変更の手順 

 

メイン操作キーのMODEキーを押します。 

  NFMとオレンジ色の部分が反転表示してブリンクしています。 

 

ダイヤルを回して、希望受信モードを選択します。 

  右回しでNFM->WFM->SFM->AMと変化し、左回しでは、逆順で表示されます。 

 

選択したら、MHzキーを押して決定します。 

 

 
 MODE選択時  WFMのモード表示のオレンジ色が反転している。 

 

● 各受信モードのIF帯域幅と説明 

 

NFM IFフィルタ帯域幅 15kHz   業務無線やアマチュア無線等で使用されているナローFMモードです。 

WFM IFフィルタ帯域幅 300kHz  FM放送やTV放送の音声を聞く場合に使用するワイドFMモードです。 

SFM IFフィルタ帯域幅 6kHz   業務無線の一部で使用されているスーパーナローFMモードです。 

AM  IFフィルタ帯域幅 6kHz   航空無線などで使用されています。 AMモードです。 
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5.5.5.5.    モニターモニターモニターモニター機能機能機能機能    

 

本機は、25MHzから3000MHzの信号をモニターすることができます。また、AM/FMモードを復調することが

できます。基本的な受信動作としての説明は、前章で説明しましたので、その他内蔵されている便利な機能

を説明いたします。 

 

 

 

5555----1111 基本的基本的基本的基本的なななな操作操作操作操作    –––– VFO VFO VFO VFO モードモードモードモード    

 

本機の基本な動作は、VFOモードです。このVFOモードは、他の受信機と違う点としては、スペクトラム表

示があることです。パンドスコープと呼ばれる場合もあり、受信している信号だけでなく、前後のバンド内

信号が表示されます。 

 

VFOモードのTFTディスプレイ表示説明 

 
各部の名称 

① FUNC表示  ⑪ スケルチ表示 

② 動作表示  ⑫ MKR表示 

③ 復調表示  ⑬ RBW表示 

④ 周波数ステップ ⑭ グラフ上限表示 

⑤ RF-AMP表示  ⑮ SPAN表示 

⑥ ATT表示  ⑯ OP表示 

⑦ VFO表示  ⑰ グラフ下限表示 

⑧ 周波数表示  ⑱ START周波数 

⑨ Sメータ表示  ⑲ CENTER周波数 

⑩ VOL表示  ⑳ END周波数 

 

以後の説明で使用するTFTディスプレイの名称です。 
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5555----1111----1111        表示表示表示表示スパンスパンスパンスパンのののの設定設定設定設定    

    
 

TFTディスプレイに表示されているスペクトラム範囲は、画面表示のSPAN:の値で表現されています。 

上の画像でみると、SPAN:10.000MHz と表示されています。START FREQ.が 77.50000MHz で END FREQ.が

97.5000MHzとなっていることからも、スペクトラム表示幅としてのスパン表示は10MHz幅となっています。 

 

スパン表示は、250kHzから10MHzの範囲で変更することができます。 

 

 

● スパン表示の変更手順 例としてスパン表示を1MHz幅に変更する。 

 

 FUNCキーを押してファンクションモードにします。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの反転文字が表示されます。 

 STEPキーを押します。 

   SPAN:表示の10.000MHzの文字が反転します。 

 1キーを押します。 

   SPAN:表示の10.000MHzの文字が1_と反転します。 

 MHzキーを押します。 

   スパン表示が1MHzに変更されました。 

   START FREQ.が82.0000MにEND FREQ.が83.0000Mと表示され 1MHz幅と確認できます。 

 

  
     上記で指示した1MHzスパン表示          スパン表示 250kHz幅 
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5555----1111----2222    ワイドバントワイドバントワイドバントワイドバント表示機能表示機能表示機能表示機能    

 

VFO モードでのスパン表示250kHz から 10MHz 幅の間では、センターにある受信周波数では、復調動作もし

ていました。本機には、この表示スパン幅を20MHz幅、40MHz幅とワイド表示させる機能があります。この

ワテイドバンド表示機能では、基本の表示動作とはことなり、信号の復調動作はできません。 

 

● ワイドバンド表示の切替方法 

 

 FUNCキーを押します。 

  ソフトキー表示が、下記の画像のように[WSP 20M] [WSP 40M] [Video]と変わります。 

 
 

 20MHzスパン表示の場合は、ソフトキーの左キーを押します。 

 40MHzスパン表示の場合は、ソフトキーの中央キーを押します。 

 

  
   70MHz～90MHzの 20MHzスパン表示例               60MHz～100MHzの40MHzスパン表示例 

 

 

● WSPモードを抜ける方法 (VFOモードに戻る) 

FUNC キーを押すとソフトキー表示に [ to VFO]の表示があります。そのソフトキー表示に該当す

るソフトキーを押してください。 

    または、FUNCキーを押して、4(VFO)キーを押しても、VFOモードに行くことができます。 
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5555----1111----3333    レベルレベルレベルレベル表示表示表示表示    

 

本機のスペクトラム表示の範囲は、0dBから-100dBの内で6段階を10dB単位で設定して表示しています。 

目的の信号表示によって設定を変更できます。 

 

 
               表示範囲のイメージ図 

 

● ゲイン表示範囲の変更手順 

FUNCキーを押します。 

    TFTディスプレイの左上にFUNC表示をします。 

KHzキーを押します。 

    グラフ上限表示の-40dBの文字が白黒反転します。 

ダイヤルを回して上限のゲイン表示を変更します。 

MHzキーを押して、決定します。 

 

  
初期表示の上限-40dBの場合          上限表示を-50dBに変更した場合 
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5555----1111----4444    アッテネータアッテネータアッテネータアッテネータととととRFRFRFRF アンプアンプアンプアンプのののの設定設定設定設定    

 

受信場所や受信環境によって、過大な入力信号や微弱な信号受信をする場合があります。このような場合に

使用するのが、アッテネータ(ATT)とRFアンプです。 

 

● アッテネータの設定 

 

ATTキーを押します。 

  TFTディスプレイの右上のATT:の後の0dB表示がオレンジ色の反転表示に変化します。 

 
                 右上のATT:の0dB表示部分が反転 

 

ダイヤルを回して、10dB及び20dBのどちらかの選択をします。 

  白文字の点滅をします。 

 

MHzキーを押して設定します。 

 
                ATTを20dBに設定した表示例 

 

※ アッテネータは 0dB、10dBと20dBの3種類からの選択になります。 
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● RFアンプの設定 

 

RFアンプは信号が弱い場合にONにしてください。また、RFアンプON時に、強力な隣接信号などで目的信

号の復調が不調な場合は、RFアンプはOFFにしてください。 

 

 

RFアンプのON/OFFの手順 

 

 ATTキーを長押します。 RFアンプONの場合はOFFになり、RFアンプOFFの場合はONになります。 

 このとき、TFTディスプレイ上段のオレンジ色のRF:表示がON/OFFを表示します。 

 

 

RFアンプOFFの場合  TFTディスプレイのオレンジ色上段中央でRF:OFFと表示されます。 

 
 

 

RFアンプONの場合  TFTディスプレイのオレンジ色上段中央でRF:ONと表示されます。 
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5555----1111----5555    映像表示映像表示映像表示映像表示    

 

本機には、アナログ映像信号を表示させる機能があります。デジタル映像信号には対応しておりません。 

アナログ映像信号に対しては、1000MHz以下においてはAM変調方式に1000MHz以上はFM変調方式に自動的

に切り替わります。 

 

● 操作例 地上アナログTV放送1CHの映像表示 

受信周波数を地上アナログTV放送の1CHの音声信号 95.75MHzにします。 

 FUNCキーを押します。 

  ソフトキー表示が、下記の画像のように[WSP 20M] [WSP 40M] [Video]と変わります。 

 

 

ソフトキーの右キーを押すと、TFTディスプレイが映像表示に変わります。 

 

 

映像表示から、スペクトラム表示に戻す。 

映像表示をスフペクトラム表示に戻すには、ソフトキーの左、中央、右キーのどれかを押します。 

 

 

※ 監視カメラ等のFM変調方式の映像信号によっては、変調の向きが異なり正常に映像表示が出ない場合

があります。このような場合は、映像表示動作状態で、ソフトキーの右キーを長押ししてください。 

  変調方向の向きが変わります。 

または、コンフィグレーション FUNC + 9キー の V.FREQ DIRの設定を変更してください。 
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5555----1111----6666    ウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォール表示表示表示表示    

 

本機には、スペクトラムの時間的変化を見るウォーターフォール表示機能があります。 

表示スパンによって、表示される時間は変化します。 

 

通常のVFOモードだけでなく、ワイトスペース表示のWSPモードでも動作します。 

 

 

● ウォーターフォール表示動作へのON/OFF手順 

 

 FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示をします。 

 

 ATTキーを押します。 

 

 ※同じ動作を繰り返すことで、通常スペクトル画面とウォーターフォール画面を切り替えます。 

 

 

  
       通常スペクトル画面              ウォーターフォール画面 

 

 

  
   WSP 20M動作のウォーターフォール表示       WSP 40Mのウォータフォール表示 
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5555----1111----7777    周波数分解能周波数分解能周波数分解能周波数分解能(RBW)(RBW)(RBW)(RBW)    

 

スペクトラム表示の周波数分解能を1kHz、4kHz、32kHz、64kHz、128kHzの5段階で切り替えることができ

ます。表示スパンによっては、選択できない周波数分解能がありますので、注意してください。 

 

● 周波数分解能の変更手順 

 

  RBWキーを押します。 

    TFTディスプレイのグラフ内左側のRBW:32kHz表示の32kHz部分が白黒反転します。 

 

  ダイヤルを回して、希望周波数分解能を選択します。 

    選択している間、白黒反転部分が点滅します。 

 

  MHzキーを押して決定します。 

    周波数分解能が変わり、スペクトラム表示が変化します。 

 

 

サンプルとして、下記の画像を各周波数分解能(RBW)を示します。 500kHzスパン表示時です。 

   

         RBW 128kHz                     RBW 64kHz                    RBW 32kHz 

  

                   RBW 4kHz                                     RBW 1kHz 

 

注意 スパン表示が、423kHz未満に設定されている場合は、32kHz、64kHz、128kHzの周波数分解能は表示 

しません。TFTディスプレイのRBWが上記の3つの周波数分解能を表示していても、表示スパンが 

423kHz未満に設定されている場合は、4kHzの周波数分解能で表示されます。選択も1kHzと4kHzの 

表示だけとなります。 
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5555----2222    観測観測観測観測モードモードモードモード        

 

本機には、スペクトラムの観測において3つの観測モードがあります。 

通常使用するスペクトラム表示のスペクトラムモード、指定した周波数ステップにより表示スパンが設定さ

れるステップリゾリューションモード及びVFOモードで随時設定して表示せる。チャンネルスコープモード

の3つです。 

 

● 3つの観測モードの切替手順 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示をします。 

0キーを押します。 

  ソフトキー表示が、[ Spectrm ]  [ StepReso. ]  [ Channel ] の表示に変わります。 

 

 

[ Spectrm ]   ソフトキーの左キーを押すと、スペクトラムモードになります。 

[ StepReso. ]  ソフトキーの中央キーを押すと、ステップリゾリューションモードになります。 

[ Channel ]  ソフトキーの右キーを押すと、チヤンネルスコープモードになります。 

 

各観測モードは、スペクトラム表示のグラフ内のOP:の後の文字がそれぞれの観測モードの表示になります。 

  

     ステップリゾリューション動作          チャンネルスコープ動作 
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5555----2222----1111    スペクトラムモードスペクトラムモードスペクトラムモードスペクトラムモード    

 

40ページでも記載した内容ですが、スペクトラムモードでのVFO動作時の説明です。 

 

スペクトラムモードのVFO動作TFTディスプレイ表示説明 

 

各部の名称 

① FUNC表示  ⑪ スケルチ表示 

② 動作表示  ⑫ MKR表示 

③ 復調表示  ⑬ RBW表示 

④ 周波数ステップ ⑭ グラフ上限表示 

⑤ RF-AMP表示  ⑮ SPAN表示 

⑥ ATT表示  ⑯ OP表示 

⑦ VFO表示  ⑰ グラフ下限表示 

⑧ 周波数表示  ⑱ START周波数 

⑨ Sメータ表示  ⑲ CENTER周波数 

⑩ VOL表示  ⑳ END周波数 

 

各部の操作は、基本動作をご覧ください。 

 

簡易説明 

VFO表示   VFO動作で受信していることを示します。表示の左下のVFO-A表示はAからIまであります。 

MODE表示  復調モードを示します。 WFM NFM SFM 及びAMの４種類が選択できます。 

RFアンプ   RF:表示はRFフンプのON/OFF表示です。 ATTキーを長押しすることで設定します。 

ATT表示  受信用減衰器の設定です。ATTキーを押して、ダイヤルで設定します。OFF 10dB 20dBです。 

 

周波数スパン SPAN:表示で左右で表現されている表示周波数帯域を示します。 

OP表示   観測モードを示しています。 Spectrum StepReso. Channelの3つがあります。 

 

[START FREQ.]  ソフトキーの左キーを押して10キーで入力します。 

[CENTER FREQ.] ソフトキーの中央キーを押して10キーで入力します。 受信周波数と同じです。 

[ END FREQ. ]  ソフトキーの右キーを押して10キーで入力します。 

※ 各周波数を入力すると、周波数スパンによりそれぞれ自動的に設定されます。 
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5555----2222----2222    ステップレゾリューションモードステップレゾリューションモードステップレゾリューションモードステップレゾリューションモード    

 

スペクトラムモードにおいては、スパン表示を変更することを優先にしてきました。よって、ダイヤルで１

ステップ分の変化量が 10MHz スパンとした場合は、31.25kHz づつの変化となっていました。これは、スペ

クトラムの表示スパン10MHzに対して、グラフ内の表示ドット数が320ドットだったことが起因しています。 

 

      10MHz = 10.000kHz ÷ 320ドット ＝ １ドット部分の変化量は 31.25kHz 

 

です。ただし、このような半端なステップでの表示では、マーカー線を使った信号の周波数の検出において

は、不便な点があます。そこで、表示スパンを幅として設定するのではなく、１ドットに対するステップを

指定することで、マーカー線等を使った、周波数の割り出しが容易になるようにしたのが、ステップレゾリ

ューションモードです。 

 

ただし、元もとの表示スパンである、10MHz幅を超えるステップ(31.25kHz)以上の設定はできません。 

 

 

 

上記の設定では、SPAN:の表示があった場所には、STEP:の表示がされています。OP:StepReso.の表示により、

ステップレゾリューションモードで動作していることを表しています。 

また、ステップが20.000kHzということは、20kHz×320ドット＝6400kHz ＝6.4MHzスパン表示となって 

います。[ START FREQ.] と[ END FREQ ]の周波数表示からも明らかです。 

 

● スペクトラムモードとステップレゾリューションモードの動作の違い 

 

スペクトラムモードとステップレゾリューションモードの動作の違いは、スペクトラム表示のグラフ内設定

の横表示を幅として指定するか、ステップ周波数の読取を便利にするために、ステップとして指定するかの

違いです。 

 

注意 ステップレゾリューションのステップは、ダイヤルの変化による周波数ステップとは違います。 

   表示横方向の１ドットあたりの周波数量を指定するもので、周波数可変のための周波数ステップです。 
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● ステップレゾリューションモードでのステップ設定 

 

この設定は、スペクトラムモードでの表示スパンの設定と同じですが、スペクトラムモードでは、表示幅の

設定として、250kHz から 10MHz 幅で指定しました。ステップレゾリューションモードでは、スペクトラム

の1ドットあたりのステップ周波数として指定します。この周波数ステップは、ダイヤルの回転に準拠した

周波数ステップではなく、スペクトラム表示の１ドットの表示です。 

 

※ 0.5kHzから31.25kHzの範囲で設定します。 

 

ステップレゾリューションモード動作中に次の手順で操作します。例としてステップを20kHzにする場合 

(スペクトラムモードで80MHzをセンター周波数として受信し、SPAN:10.000MHzのまま、ステップレゾリュ

ーションモードに移行した直後) 

 

 FUNCキーを押してファンクションモードにします。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの反転文字が表示されます。 

 STEPキーを押します。 

   STEP:表示の31.250kHzの文字が反転します。 

 2キーを押します。 

   STEP:表示の31.250kHzの文字が2_と反転します。 

  0キーを押します。 

   STEP:表示の文字が20_と反転します。 

 MHzキーを押します。 

   STEP:表示が20.000kHzに変更されました。 

 

   

  １ドットあたり20kHzのスペクトラム表示     MKRを移動させると20kHzづつ変化している 

 

ステップレゾリューションモードでは、MKRキーを押すとダイヤル動作がマーカー線移動動作へと変わりま

す。この操作で画面に出現しているスペクトルの周波数を確認することができます。 

スペクトラムモードでは、MKRキーを押したスペクトラムの周波数確認動作においては、表示スパンによっ

ては、近似値としての MKR:周波数でしたが、ステップレゾリューションモードにおいては、周波数帯によ

っては、正確な周波数表示となります。 
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5555----2222----3333    チャンネルスコープモードチャンネルスコープモードチャンネルスコープモードチャンネルスコープモード    

 

チャンネルスコープモードは、スペクトラム及びステップレゾリューションモードとは、表示も操作も大幅

に変わります。他のモードと動作が違いますのでご注意ください。 

 

 
チャンネルスコープ表示例 

 

チャンネルスコープモードは、VFO動作のみで、サーチ・スキャン等の各種動作はいたしません。また、オ

フセット周波数やプライオリティ動作などの各種動作も併用することはできません。 

周波数スパンも全画面の幅を使用せずに、最大3.2MHz幅表示となります。ただし、周波数スパンの設定に

よってはかなり狭くなり、スペクトラムモードやステップレゾリューションモードと違い違和感があります。 

 

 

● チャンネルスコープモードの動作 

 

チャンネルスコープモードの動作としては、周波数スパン内のスペクトラム表示の位置を固定して、横スク

ロールのようなモニターマーカーの位置によりモニター周波数を示す動作となります。つまり、スペクトラ

ムモードやステップレゾリューションモードのように、常にセンター位置がモニター周波数ということでは

ありません。モニター周波数は、黄色三角のモニターマーカー位置です。 

 

 

● チャンネルスコープモードの制限について 

 

チャンネルスコープモードを使用する上で、以下の点に注意して設定してください。 

 

※ 設定基準はスタート周波数としての[ Ch. START ]です。 

※ [ Ch. START ]より[ Ch. STEP ]×160 

※ [ Ch. START ]から0.16MHz以上で[ Ch. START ]から5MHz未満 

 

スペクトラムとして表示している範囲は、最大で161ドット分を表示し、設定によっては16ドットの範囲

の表示となってしまう場合もあるということです。 



 50

 

● スタート周波数 [ Ch. START ] 

ソフトキーの左キーを押すと、[ Ch. START ]表示の上の周波数表示部分が反転します。数字キーを使って

観測したい周波数帯の下限周波数をMHz単位で設定します。数字キーの後にMHzキーを押して決定します。 

チォンネルスコープモードでは、このスタート周波数が基準となります。 

 

● ステップ周波数 [ Ch. STEP ] 

ソフトキーの中央キーを押すと、[ Ch. STEP ]表示の上のステップ周波数表示部分が反転します。数字キー

を使って観測したいステップ周波数をkHz単位で設定します。数字キーの後に、kHzキーを押して決定しま

す。このとき、スタート周波数から、ステップ周波数×160がエンド周波数と自動的に設定されます。 

この時、すでに設定されいるステップ周波数より広いステップ周波数を設定すると、周波数スパンが狭く表

示されます。この動作は、ステップ周波数を変更する前の周波数スパンの中でのステップ周波数に合ったド

ット数となるためです。 

逆に当初のステップ周波数より狭いステップ周波数を設定した場合は、周波数スパンの表示エリアは変わら

ないのですが、実際の表示スパンは狭くなっています。 

 

                   スタート周波数 80.00MHz ステップ20kHz×160＝SPAN:3.2MHz 

  

ステップ周波数を10kHzに変更        ステップ周波数を40kHzに変更 

  上記表示の半分を同じ周波数スパンで表示    上記表示の半分の周波数スパンで狭く表示 

 

● エンド周波数 [ Ch.  END ] 

ソフトキーの右キーを押すと、[ Ch.  END ]表示の上のステップ周波数表示部分が反転します。数字キーを

使って観測したい周波数帯の上限周波数をMHz単位で設定します。数字キーの後に、MHzキーを押して決定

します。 

ただし、前ページの制限の範囲を超えての設定はできません。範囲を超えた設定の場合はBEEP音が出て制

限範囲内に設定されます。 
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5555----3333    マーカーマーカーマーカーマーカー機能機能機能機能 

 

本機の特徴であるスペクトラム表示において、出現している信号のスペクトルの周波数を表示することがで

きます。ダイヤル操作でスペクトラムにマーカー線を手動で合わせる方法と、自動的にピーク(最大値)を検

出する方法、またバンド内の変化の激しい信号を連続的に検出する連続ピーク検出の方法があります。 

観測状態に合わせてご使用ください。 

 

● マーカー機能の動作設定 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNCの文字が表示されます。 

 

 MK.Fキーを押します。 

  グラフ内のMKR:の文字が白黒反転します。 

  ソフトキー表示が [Marker] [ Peak ] [C-Peak] に変化します。 

 

[Marker] マーカー機能の選択   選択するとMKR:表示 

[ Peak ] ピーク検出の選択    選択するとPEK:表示 

[C-Peak] 連続ピーク検出の選択  選択するとCPK:表示 

 

 

                  初期設定の MKR: 表示 

 

  

    ピーク検出  PEK: 表示           連続ピーク検出  CPK: 表示 
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5555----3333----1111    マーカーマーカーマーカーマーカー機能機能機能機能    

 

マーカー機能を使って、TFTディスプレイに表示されている周波数を確認してみましょう。 

 

 

● マーカー機能操作の手順 

  スペクトラムモードで、82.50MHzのセンター周波数のスパン幅10MHzで表示している場合の例 

 

  MK.Fキーを押します。 

   MKR:の後の周波数表示部分が白黒反転します。 

 

  ダイヤルを回して、周波数を確認したいスペクトルにマーカー線を合わせます。 

   白黒反転した周波数が、ダイヤルの位置によって変化します。 

 

                     ↑マーカー線の位置 周波数は81.29250MHz 

 

   MKR:に表示された周波数は、81.29250MHzで約81.30MHzであることがわかります。 

  ぴったりとした周波数にならないのは、スペクトラム表示でなおかつ10MHzスパン幅で表示しているた

め、１ドットあたりの周波数ステップが31.250kHzとなっているからです。ステップレゾリューション

モードなどで、1ドットあたりのステップ周波数を優先させた表示にしておけば、その周波数帯の周波

数にあった表示が可能になります。 

 

 再び、MK.Fキーを押すと、選択したスペクトルの周波数をセンター周波数に変更してモニター(復調受信)

することができます。 
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5555----3333----2222    ピークピークピークピーク検出検出検出検出    

 

先のマーカー機能では、マーカー線をダイヤルによる操作でスペクトルに合わせていました。表示内の最大

値を自動的に検出して表示させるのがピーク検出動作です。 

 

注意 ピーク検出動作にて、ピーク値を検出した直後は、そのピーク信号のスペクトラム等を保持するため 

次の操作をするまで、スペクトラム表示の動きが停止します。この画面停止状態は異常動作ではあり 

ません。 

 

● ピーク検出動作手順 

  FUNCキーを押します。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの文字が表示されます。 

  MK.Fキーを押します。 

   ソフトキー表示が、[Marker] [ Peak ] [C-Peak] と変わります。 

  ソフトキーの中央キーを押します。 

   MKR:表示部分が、PEK:Trig. Input > -90dB と変わります。 

 

  検出使用する信号の電解強度としてのトリガーレベルの設定を数字キーで入力します。 

  MHzキーを押して、トリガーレベルの決定をします。 

  トリガーレベルを超えた信号を検出すると、マーカー線がその信号のスペクトル位置に移動して表示画 

面の動作を停止します。 

 

ピーク検出動作のピーク検出直後の表示(スペクトラム表示動作停止中) 

 

   ※ 画像停止をした場合に、トリガーレベル前後の信号の場合はdB表示が下回る場合があります。 
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● ピーク検出動作の解除 

 

ピーク検出動作の信号検出直後は、スペクトラムの変化を含む表示動作は停止しています。この停止状態を

解除するには、以下の方法があります。 

 

CLRキーを押す  ソフトキー表示が、[Marker] [ Peak ] [C-Peak] と変わります。 

         ここで、それぞれの動作を設定します。 

FUNCキーを押してMK.Fキーを押しても同様の表示となります。 

 

[Marker] 手動によるマーカー動作に移行します。 

[ Peak ] ピーク検出動作に移行します。 

[C-Peak] 連続ピーク検出動作に移行します。 

 

 

ピーク検出動作は、ウォーターフォール表示やWSPモードでも併用して使用することができます。 

 

 

※ ピーク検出動作は、本体の電源をOFFするとマーカー動作に戻ります。ラストワンス動作としての保存 

範囲にありません。電源ON時に新たにピーク検出動作を設定してください。 
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5555----3333----3333    連続連続連続連続ピークピークピークピーク検出検出検出検出    

 

先のピーク検出動作では、スペクトラム表示範囲の信号を1だけ検出して、スペクトラムの変化止めて表示

しました。しかし、受信するバンドによっては、次々と信号が出没する場合があります。このように次々と

出没するような信号の場合は、連続ピーク検出動作で対応します。 

 

 

● 連続ピーク検出動作の手順 

 

  FUNCキーを押します。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの文字が表示されます。 

  MK.Fキーを押します。 

   ソフトキー表示が、[Marker] [ Peak ] [C-Peak] と変わります。 

  ソフトキーの右キーを押します。 

   MKR:表示部分が、CPK: と変わります。 

 

このとき、出没信号の中の最大値に常にマーカー線が移動し、CPK:の右手の周波数表示も変化します。 

 

   

  82.5MHz付近の信号強度が強かった場合        81.27MHz付近の信号が強かった場合 

 

 

連続ピーク検出動作は、ウォーターフォール表示やWSPモードでも併用して使用することができます。 

 

連続ピーク検出動作を停止するには、マーカー動作・ピーク検出動作に移行することで停止できます。 

 

 

 

※ 連続ピーク検出動作は、本体の電源をOFFするとマーカー動作に戻ります。ラストワンス動作としての 

保存範囲にありません。電源ON時に新たに連続ピーク検出動作を設定してください。 

 

※ 連続ピーク検出動作は、パソコンと接続してバンド内の信号の変化や出没状態の周波数と強度を表示 

るような動作をさせると便利な機能です。 

 

※ パソコンと接続してのコマンド動作については、後で記述する。コマンド一覧をご覧ください。 
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5555----4444    演算機能演算機能演算機能演算機能    

 

演算機能は、スペクトラム表示の動作を表すための演算機能のことです。通常の動作においては、信号の変

化に対応してスペクトルの表示をしています。その表示状況を最大値保持、算術平均値、中央値の機能に設

定することができます。 

 

● 演算機能の設定手順 

 

  FUNCキーを押します。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの文字が表示されます。 

  RBWキーを押します。 

   RBW:表示の右側に白色のエリアが出現します。 

   ソフトキー表示が、[ MAX ] [ AVR ] [ MED ] と変わります。 

 

[ MAX ] 最大値保持動作になります。 

[ AVR ] 算術平均値動作になります。 

[ MED ] 中央値動作になります。 

 

  動作させる演算機能に該当するソフトキーを押してください。 

 

 

 

● 各演算機能の停止し、通常スペクトラム表示にする 

 

  それぞれの動作を開始した手順を繰り返すことで停止します。 

 

 

※ ウォーターフォール表示動作で、最大値保持動作を開始すると、最大値でのウォーター画面の連続なり

時間的信号の変化は見られませんのでご注意ください。 

 

※ 各種演算機能動作中に周波数を変化させると、各種データを一旦リセットして、新たな各演算機能の表

示動作になります。 

 

※ WSPモードにおいては、周波数を変更してもデータはリセットされずに残ったままとなります。この動 

作は内部動作的に異常な動作ではありません。WSP動作での各種演算機能を働かした状態で周波数の変

更はしないでください。 



 57

 

5555----4444----1111    最大値保持動作最大値保持動作最大値保持動作最大値保持動作    [ MAX ][ MAX ][ MAX ][ MAX ]    

 

刻々と変化するスペクトルの信号を、常に最大値て保持する表示をするのが最大値保持動作です。 

断続する信号のモニターに有効な演算機能です。 

 

 

 ● 最大値保持動作の手順 

 

  FUNCキーを押します。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの文字が表示されます。 

  RBWキーを押します。 

   RBW:表示の右側に白色のエリアが出現します。 

   ソフトキー表示が、[ MAX ] [ AVR ] [ MED ] と変わります。 

 ソフトキーの左キーを押します。 

  RBW:表示の右側に MAX の文字が表示され、スペクトラムが徐々に固定化されていきます。 

 

 
 

最大値保持機能は、テレコン・テレメータなどのシステムの信号確認に適しています。短時間の出現しかし

ないピーコン信号なども、出現周波数と受信レベルで保持されたままとなりとても便利です。 

 

 

 

 

※ ウォーターフォール表示動作で、最大値保持動作を開始すると、最大値でのウォーター画面の連続なり

時間的信号の変化は見られませんのでご注意ください。 

 

※ 最大値保持動作中にダイヤル操作で周波数を変化させると、最大値保持のデータを一旦リセットして、 

新たに最大値保持動作になります。 

 

※ WSPモードにおいては、周波数を変更しても最大値データはリセットされずに残ったままとなります。 

この動作は内部動作的に異常な動作ではありません。WSP動作での各種演算機能を働かした状態で周波

数の変更はしないでください。 
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5555----4444----2222    算術平均値算術平均値算術平均値算術平均値    [ AVR ][ AVR ][ AVR ][ AVR ]    

 

算術平均値動作は、2 から 31 回の回数を指定して、指定回数の平均値をスペクルとして表示する演算機能

です。連続動作で受信レベルが変化するような信号を、安定したスペクトルとして観測するのに便利な機能

です。 

 

 

 ● 算術平均値動作の手順 

 

  FUNCキーを押します。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの文字が表示されます。 

  RBWキーを押します。 

   RBW:表示の右側に白色のエリアが出現します。 

   ソフトキー表示が、[ MAX ] [ AVR ] [ MED ] と変わります。 

 ソフトキーの中央キーを押します。 

  RBW:表示の右側に AVR:31 の文字が白黒反転表示されます。 

 
 数字キーを使って計算回数を2から31の間で入力してください。 

 MHzキーを押すと、指定回数が決定されます。 

 

 

※ 演算回数が少ないと通常のスペクトルと同様の表示に近く、演算回数が多いとゆっくりと変化するスペ

クトルに見えます。 

 

※ 指定回数を変更する場合は、一旦、算術平均値動作を停止させて、再び算術平均値動作を指定し、変更

回数を入力してください。 

 

※ 各種演算機能動作中に周波数を変化させると、各種データを一旦リセットして、新たな各演算機能の表

示動作になります。 

 

※ WSPモードにおいては、周波数を変更してもデータはリセットされずに残ったままとなる場合がありま

す。この動作は内部動作的に異常な動作ではありません。WSP動作での各種演算機能を働かした状態で

周波数の変更はしないでください。 
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5555----4444----3333    中央値中央値中央値中央値    [ MED ][ MED ][ MED ][ MED ]    

 

中央値演算機能は、出現している信号に対して、表示ステップの信号を1と数え、2の場合は、前後の信号

の合わせて3つの信号の中央値を、3の場合は、前1つ後2つ合わせて4つの信号の中央値、4の場合は、

前後2つづつあわせて5つの信号の中央値を算出した信号強度をスペクトラム表示の元としています。 

 

表示的には角ばった感じのスペクトル表示となりますが、微量な信号表示が消えて目的信号がはっきりとし

てきます。 

 

 

 ● 中央値動作の手順 

 

  FUNCキーを押します。 

   TFTディスプレイ左上にFUNCの文字が表示されます。 

  RBWキーを押します。 

   RBW:表示の右側に白色のエリアが出現します。 

   ソフトキー表示が、[ MAX ] [ AVR ] [ MED ] と変わります。 

 ソフトキーの右キーを押します。 

  RBW:表示の右側に MED:2 の文字が白黒反転表示されます。 

 
  数字キーを使い、2から4の数値を入力します。 

 MHzキーを押すと決定されます。 

 

 

※ 指定数を変更する場合は、一旦、中央地動作を停止させて、再び中央値動作を指定し、変更数を入力し

てください。 

 

※ 各種演算機能動作中に周波数を変化させると、各種データを一旦リセットして、新たな各演算機能の表

示動作になります。 

 

※ WSPモードにおいては、周波数を変更してもデータはリセットされずに残ったままとなる場合がありま

す。この動作は内部動作的に異常な動作ではありません。WSP動作での各種演算機能を働かした状態で

周波数の変更はしないでください。 
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5555----5555    動作設定動作設定動作設定動作設定 

 

本機の基本的な動作は、コンフィグレーション画面によって確認、設定変更ができます。 

 
初期状態のコンフィグレーション画面 

 

 

● コンフィグレーション画面の呼出方法 

 FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC文字が表示されます。 

 9キーを押します。 

  コンフィグレーション画面が表示されます。  

 

 

● コンフィグレーション画面から通常画面に戻る方法 

 コンフィグレーション画面が表示されている場合に、元の画面に戻るには、以下の2つの方法があります。 

 

CLRキーを押すと元の画面に戻ります。 

   設定確認の表示、項目選択だけの状態、および、各種項目の設定を変更したが、決定したくない場合

にCLRキーを押すことで、各種設定変更をしないで、元の画面に戻ります。 

 

  MHzキーを長押しすると元の画面に戻ります。 

   各項目の設定変更を確定する場合にMHzキーの長押しすると、確定後に元の画面に戻ります。 

 

 

● コンフィグレーション画面での操作方法 

  白黒反転している設定内容がカーソル位置で、選択されている項目を表しています。 

  ソフトキーの中央キーが[  UP  ] 右キーが [ DOWN ]になっていますので、それぞれのソフトキーを操

作して設定変更したい項目にカーソルを合わせます。 

  ダイヤルを回すと、各項目の内容が変化しますので、希望設定を表示させてMHzキーを長押しして決定

します。 

 

※ カーソル位置がVOL:およびLSQ:/NSQ:の位置にある場合は、基本操作キーのFREQ.キーを押すと、コン

フィグレーションの各項目キーの選択になります。 
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● DELAY TIME  ディレイタイム (OFF、0.1～9.9、HOLD) 初期設定 2.0 

サーチ、スキャンの動作において、スケルチ設定で開いた状態のモニター信号を受信し、モニター信号

が途絶えてスケルチが閉じてから、次の動作を開始するための時間がディレイタイムです。 

 

     OFF    信号が途絶えスケルチが閉じたら、直ちに動作を開始 

   0.1～9.9 信号が途絶えスケルチが閉じたら、設定した時間(0.1～9.9秒)経過で動作を開始 

   HOLD      信号が途絶えスケルチが閉じても、次の動作を開始しない。 

 

 

● FREE フリー(OFF、0.1～9.9) 初期設定 OFF 

  サーチ、スキャンの動作時に、スケルチ設定で開いた状態でモニター信号を受信していても、設定時間

が経過したらスケルチが開いた状態でも、次の動作に移行する時間がフリー設定です。 

  このFREEが、OFF以外に設定されていると、TFTディスプレイの上段、中央にFREの文字を表示します。 

 

     OFF    スケルチが開いている状態では、次の動作に移行しない。 

   0.1～9.9 スケルチが開いていても、設定した時間(0.1～9.9秒)経過で次の動作を開始 

 

 

● MKR-OUT マーカーデータ・アウト (ON、OFF) 初期設定 OFF 

  マーカー動作をしているときに、マーカー位置の移動・マーカー位置の信号レベルの変化があった場合

に、自動的にシリアル通信ポートに周波数と信号レベルを出力する機能のオン／オフ設定です。 

 

  ON   シリアル通信ポートにマーカーデータを出力します。 

    OFF  シリアル通信ポートにマーカーデータを出力しない。 

 

 

● NTSC/PAL NTSC/PAL切替 (NTSC、PAL) 初期設定 NTSC 

  リアパネルVIDEO-OUT端子の映像方式の切替をします。 

 

  NTSC  VIDEO-OUT端子からNTSC方式で出力されます。 

    PAL   VIDEO-OUT端子からPAL方式で出力します。 

 

 

● V.FREQ  ビデオ周波数設定 (AUDIO、-2.65M) 初期設定 AUDIO 

  地上波アナログテレビ放送を受信する際に便利な様に、音声周波数をモニター周波数に設定する事で映

像表示ができる様になっています。隣接チャネルの影響により正常に映像表示ができない場合が有りま

す。この場合 -2.65MHz を選択してください。 

 

  AUDIO   音声信号をモニターしながら、映像信号を表示します。 

    -2.65M  隣接信号により、映像が正常に表示されない場合に、音声信号をモニターしない設定 

 

 

● V.FREQ DIR ビデオ変調方向対応 (NORMAL、REVERSE) 初期設定 NORMAL 

  監視カメラ等などのFM変調の映像信号によっては、映像信号表示が正常に表示できないことがありま

す。このようなときは変調方向が逆転している場合があります。この変調方向を変更する設定です。 

 

  NORMAL   正常な変調方向に対応している映像信号の受信 

    REVERSE  逆方向に変調方式された映像信号の受信 

  ※ 映像表示動作中にソフトキーの右キーを長押しすると、NORMALとREVRSEが切り替わります。 
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● V-POS  ビデオ出力調整 (00～49) 初期設定 16 

  VIDEO-OUTより出力された映像信号をビデオ端子のついたテレビやモニターで表示をさせたとき、表示

画面が左右にずれて表示される場合があります。このような左右のずれに対して、本機のビデオ出力信

号を補正するのがこの設定です。画面を見ながら設定変更をしてください。 

 

    00～49  ビデオ出力の左右調整 

   

       V-POS 00の場合                    V-POS 49の場合  

 

● V.SYSTEM 映像復調対応 (NTSC、PAL、AUTO)  初期設定 AUTO 

    映像信号は世界では大きく分けてNTSC、PAL、SECAMなどの方式があります。本機では、これらの信号

を自動的に識別して表示します。ただし受信信号のレベルによっては、正しく切り替わらない場合があ

りこのような場合は、自動識別ではなく、固定に設定して表示させます。 

 

  NTSC  BTSC方式の映像信号として映像表示します。 

  PAL   PAL方式の信号として映像表示します。 

    AUTO    受信信号に応じて、自動でNTSC/PAL方式を切替えて映像表示します。 

 

 

● BEEP ビープ音 (ON、OFF) 初期設定 ON 

  本機の操作時のキータッチ音や、エラー表示音などのビープ音のON/OFF設定です。 

  ビープ音の設定はON/OFFのみで音量調整はありません。 

 

ON   ビープ音を出す。 

OFF  ビープ音を出さない。 

 

 

● PLOT スペクトラム表示設定  

         (PAINT、OUTLINE)  初期設定 PAINT 

    スペクトラム表示のすべてを表示する方式と、

アウトラインだけを表示する方式を切替えます。 

 

  PAINT  すべてを表示します。 

  OUTLINE アウトラインとして表示します。 

 

 

           アウトライン表示例 ⇒ 
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● DEF-DIAL ダイヤルの初期状態を設定 (OFF、FREQ、MKR、SQL、VOL)  初期設定 OFF 

    本機のダイヤルは多目的に使用されています。そのため、操作の前に動作をしている必要があります。

また、設定状態によっては、一定時間操作されないと、特定の機能になるように自動復帰する機能が備

わっています。これらの機能を設定するのがこの項目です。 

 

  OFF   自動復帰の指定をしない 

    FREQ  DIAL-TIMEの時間が経過すると、周波数可変機能となる。 

    MKR   DIAL-TIMEの時間が経過すると、マーカー線操作機能となる。 

    SQL   DIAL-TIMEの時間が経過すると、スケルチ可変機能となる。 

    VOL   DIAL-TIMEの時間が経過すると、ボリューム可変機能となる。 

 

 

● DIAL-TIME ダイヤル自動復帰時間設定 (01～30)  初期設定 10(秒) 

  ダイヤルの自動復帰までの時間を設定します。 

 

01～30 1秒から30秒の間でダイヤルの自動復帰時間設定をします。 

 

 

● DATA LINE 

  パソコンと接続して通信するデータ端子は、リアパネルのREMOTE端子は2つありますが、同時に2つ

使うことはできません。この設定でREMOTE1(USB端子)とREMOTE2(D-SUB9Pシリアル端子)を切り替えま

す。 

 

  REMOTE1  USB端子をデータ端子に指定します。 

    REMOTE2  D-SUB9Pのシリアル端子をデータ端子に指定します。 

 

 

● DATA BPS データスピード指定 (9600、19.2k、38.4k、57.6k、115k)  初期設定 115k(bps) 

  上記で設定されたデータ端子の通信スピードを指定します。 

    

9600   通信スピードを9600bpsにします。 

    19.2k  通信スピードを19.2kbpsにします。 

    38.4k  通信スピードを38.4kbpsにします。 

    57.6k  通信スピードを57.6kbpsにします。 

    115k   通信スピードを115kbpsにします。 

 

  ※ REMOTE1のUSB端子においても、端子形状をUSB端子として使用しているだけで、通信内容他のCOM 

ポート同様のシリアル通信ですので、通信スピードの設定は必要です。 

 

 

● BACKLIGHT TFTディスプレイのバックライト設定 (ON、OFF) 初期設定 ON 

  TFTディスプレイの表示のON/OFF設定です。輝度を変える機能はありません。 

   

ON  TFTディスプレイのバックライト表示をONにします。 

OFF TFTディスプレイのバックライト表示をOFFにします。 
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6.6.6.6.    メモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネル    

 

本機には、1000チャンネルのメモリーチャンネルがあります。メモリーチャンネルの構成は、100チャンネ

ルを1つのバンクとして10のバンクに分けて保存させることができます。 

 

注意 メモリーチャンネルに何も登録されていない場合は、メモリーモードには移行できません。 

   メモリー登録は、「6-2 メモリー登録」をご覧ください。 

 

6666----1111    メモリーメモリーメモリーメモリー読読読読みみみみ出出出出しししし    

メモリーチャンネルを使用するには、VFOモードからメモリーモードに移行します。 

 

● メモリーモードへの移行操作 

 FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC文字表示が現れます。 

 3キーを押します。 

  画面表示がメモリーモードへと変化します。 

 

 

バンク番号    0 ～ 9  の10バンク 

チャンネル番号 00 ～ 99  の100チャンネル 

 

メモリーテキストは 英数記号のみで、最大12文字の表示が可能です。 
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メモリーモードに移行すると、前ページの表示例のように、TFT ディスプレイの左上に MEM.READ の文字が

表示され、メモリーモードになっていることを示します。また、VFOモードでは、VFO-Aなどの表示部分が

0-00から9-99のバンク番号とチャンネル番号が表示され、メモリー周波数の下には、メモリーテキストが

表示されます。 

 

ソフトキー表示が空色文字から青色文字に変わったのは、メモリーモードの動作ではSTART.CENTER.ENDの

変更概念がないため、ソフトキーを押しても各項目の呼出ができないことを表しているからです。 

 

 

 

● メモリーチャンネルの選択 数字キー入力の直接読み出し 

 

 数字キーを使って、直接、バンク番号とチャンネル番号を続けて000～999の3桁入力をします。 

 

 ※ 指定したバンク番号とチャンネル番号にメモリー登録がされていない場合は、読み出しはできません。 

   メモリー登録されているバンク番号とチャンネル番号を指定してください。 

 

 

 

● メモリーチャンネルの選択 ダイヤルによる読み出し 

 

 ダイヤルを回すと、登録されているバンク番号とチャンネル番号の順にメモリーチャンネルを切り替える

ことができます。このとき、メモリー登録されていないバンクとチャンネルは飛び越えて、選択すること

はできません。回す方向により、上位順、下位順と読み出し順序が変わります。 

 

 ※ ダイヤルを回したとき、VOLやNSQ/LSQの可変動作となった場合は、基本操作キーのFREQ.キーを押

してから操作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 メモリーモードでのWSP(WSP20M・WSP40M)モードは動作しません。 

   FUNCキーを押したときの青色文字は、選択できないことを意味しています。 

 

 従来のAOR製受信機のようなバンク切替えの概念は本機にはありません。 

 

   マーカー動作で、MK.Fを押したときのマーカー周波数をモニター周波数にする動作はしません。 

   スペクトラム表示内のマーカー周波数の表示、PEEKやC-PEEK動作は通常動作です。 

 

   メモリーモードでは、チャンネルスコープ表示の動作へは移行できません。 
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    6666----2222    メモリーメモリーメモリーメモリー登録登録登録登録    

 

メモリーモードでのメモリー読み出し動作や、後で記述するメモリースキャン動作では、メモリーが登録さ

れていることが原則です。このメモリー登録の方法を記載します。 

 

● メモリー登録手順 

  メモリー登録は2つの方法があります。それぞれ、VFOモード動作時に操作します。 

 

  ★ MHzキーの長押し 

      この操作をすると、メモリー登録画面を表示します。 

  ★ FUNCキーを押します 

      TFTディスフレイの左上にFUNC表示をします。 

    3キーを長押しします。 

      この操作をすると、メモリー登録画面を表示します。 

 

メモリー登録画面例 

 

メモリー登録画面で、白黒文字反転している場所がカーソル位置です。(上画面では 0-09の表示) 

カーソル移動はソフトキーの中央キー[  UP  ]と右キー[ DOWN ]を使って移動させます。 

 

BANK-CH チャンネル選択 

登録されるバンク番号とチャンネル番号は、空きチャンネルの内で自動的に選択されます。別のバンク、チ

ャンネルを指定する場合は、バンク番号とチヤンネル番号を数字キーで入力します。 

 

FREQ.   波数設定 

表示されている周波数は、VFOモードで設定された周波数が自動的に表示されます。別の周波数に変更する

場合は、数字キーを使って入力し、MHzキーを押して決定します。 

 

MODE    復調モード 

周波数同様に、VFOモードで設定した復調モードが表示されています。変更するには、ダイヤルを回して選

択してください。MHzキーを押して決定します。 

 

TEXT    メモリーテキスト 

メモリーチャンネルを読み出したときに、表示されるテキストです。英数記号のみで、最大12文字の表示

が可能です。テキストの入力方法は、次ページをご覧ください。 
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6666----3333    テキストテキストテキストテキスト入力入力入力入力    

メモリー登録画面において、TEXTにカーソルを合わせ、MHzキーを押すと、テキスト入力画面へ移行します。 

 

● テキスト入力例 80.00MHz をメモリーバンク0 メモリーチャンネル 09に TOYKO-FMを登録 

メモリーバンクとメモリーチャンネルは、メモリー登録動作時に自動的に一番若いバンク・チャンネルが自

動的に設定されます。また、メモリーテキストも初期設定として、mem 0-09 とメモリーバンクとメミリー

チャンネルが表示されます。 ここでは、入力例として、このmem 0-09をTOKYO-FMと書き換えます。 

 

 

カーソル位置の確認 現在 mem 0-09     の先頭のm が白黒反転表示されいます。 

                          ^^^^^^^^^^^^          ^ 

Tの入力      画面を見ると、[  8  ] と表示されています。 数字キーの8キーを押します。 

                                    TUV 

          カーソル表示が Tmem 0-09    となりTの文字が白黒反転し、他の文字が右へ移動 

                                    ^^^^^^^^^^^^ 

0の入力      [  6  ]と表示されています。数字キーの6を3回押します。 

           MNO 

          押すたびに、M N Oとカーソル位置がTの右に移動してOの文字が表示されています。 

 

KYOの入力     同様にKは5キーを2回 9キーを3回 再び6キーを3回 押してKYOを入力 

 

-FMの入力     同様に「・」キーを4回 3キーを3回 再び6キーを1回押します。 -FMを入力 

          ここまでで TOKYO-FMmem と表示が変わります。 

                                ^^^^^^^^^^^^ 

カーソル移動    ソフトキーの右キーを押します。 

          TOKTO-FMのMの位置にあったカーソル(白黒反転)が右のmに移動しました。 

 

文字の消去     memの文字が表示として余分です。ソフトキーの中央を3回押して文字を消去します。 

          ソフトキーの中央キーを押すたびに、1文字づつ消えて、文字送りされます。 

 

テキスト登録    テキスト位置の TOKYO-FM□とカーソルを除いて正しく入力されているのを確認し、 

          正しく入力されていれば MHzキーを押します。 

 

メモリー登録画面に変化して、テキスト表示がTOKYO-FMと表示されました 

 

MHzキーを長押しすると、メモリー登録が終了します。 



 70

 

● テキスト入力の各種ボタンと文字 

 

テキスト入力で使用するキーは、数字キー「・」と「RBW」キーの12キーです。 

 

 

それぞれのキーには、以下の文字が割り当てられています。 

 

[  1  ]  ！！！！    ““““    ＃＃＃＃    ＄＄＄＄    ％％％％    ＆＆＆＆    ‘‘‘‘    ‘‘‘‘    １１１１    

 

[  2  ]  ＡＡＡＡ    ＢＢＢＢ    ＣＣＣＣ    ａａａａ    ｂｂｂｂ    ｃｃｃｃ    ２２２２ 

 

[  3  ]  ＤＤＤＤ    ＥＥＥＥ    ＦＦＦＦ    ｄｄｄｄ    ｅｅｅｅ    ｆｆｆｆ    ３３３３ 

 

[  4  ]  ＧＧＧＧ    ＨＨＨＨ    ＩＩＩＩ    ｇｇｇｇ    ｈｈｈｈ    ＩＩＩＩ    ４４４４ 

 

[  5  ]  ＪＪＪＪ    ＫＫＫＫ    ＬＬＬＬ    ｊｊｊｊ    ｋｋｋｋ    ｌｌｌｌ    ５５５５ 

 

[  6  ]  ＭＭＭＭ    ＮＮＮＮ    ＯＯＯＯ    ｍｍｍｍ    ｎｎｎｎ    ｏｏｏｏ    ６６６６ 

 

[  7  ]  ＰＰＰＰ    ＱＱＱＱ    ＲＲＲＲ    ＳＳＳＳ    ｐｐｐｐ    ｑｑｑｑ    ｒｒｒｒ    ｓｓｓｓ    ７７７７ 

 

[  8  ]  ＴＴＴＴ    ＵＵＵＵ    ＶＶＶＶ    ｔｔｔｔ    ｕｕｕｕ    ｖｖｖｖ    ８８８８ 

 

[  9  ]  ＷＷＷＷ    ＸＸＸＸ    ＹＹＹＹ    ＺＺＺＺ    ｗｗｗｗ    ｘｘｘｘ    ｙｙｙｙ    ｚｚｚｚ    ９９９９ 

 

[  0  ]  ／／／／    ＊＊＊＊    ＋＋＋＋    ＝＝＝＝    ＾^^^    ？？？？    ００００ 

 

[  ･  ]  スペーススペーススペーススペース    ＠＠＠＠    ＿＿＿＿    －－－－    ；；；；    ：：：：    ，，，，    ．．．． 

 

[ RBW ]  （（（（    ））））    ［［［［    ］］］］    ｛｛｛｛    ｝｝｝｝    ＜＜＜＜    ＞＞＞＞ 
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    6666----4444    メモリーメモリーメモリーメモリーのののの修正修正修正修正・・・・変更変更変更変更    

 

すでに入力されている。メモリーチャンネルの内容を変更・修正する場合の手順を記述します。 

 

VFOモードで、MHzキーを”長押し”してメモリーチャンネルの登録を次々にした場合、後でメモリーテキ

ストの修正・変更や周波数・復調モードの変更をすることがあります。 

 

 

修正、変更の手順 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

3キーを”長押し”ます。 

  新規メモリー書き込み画面に変わります。 

 

BANK-CH表示の右側の文字が白黒反転していることを確認してください。 

修正、変更したいメモリーチヤンネルを、バンク番号とチヤンネル番号で指定します。 

  数字キーを使い、３桁入力となります。 

 

指定したメモリーチャンネルの内容が表示されます。 

  ソフトキーの中央キーと右キーを操作して、変更修正したい項目を選択します。 

 

  FREQ. 周波数の変更です。数字キーを使って入力します。 

 

  MODE  復調モードの変更です。ダイヤルを回して選択します。 

 

  TEXT メモリータイトルの変更です。 MHzキーを押すとタイトル入力画面になります。 

  ※ TEXTの内容変更の手順は、「6-3 テキスト入力」のページをご覧ください。 

 

 

各部の修正変更が終了したら MHzキーの“長押し”をします。 

 

各種の設定中に、“CLR キー”を押すと、修正・変更を中断して入力した内容を保持せずに、メモリー読み

出し画面に戻ります。 
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 6666----5555    メモリースキャンメモリースキャンメモリースキャンメモリースキャン    

 

メモリーがある程度増えてくると、メモリー読み出し動作での１チャンネルづつの呼び出しは、それなりに

手間のかかるものです。”メモリースキャン”動作は、ダイヤルや数字キーのバンク・チャンネルの指定に

よる読み出しではなく、バンク+チャンネルの書き込まれているメモリーを順次呼び出して受信動作を続け

ます。 

メモリースキャン動作画面例 

 

 

 SCAN メモリースキャン動作モード表示 

 FRE スキャン動作時のFREE時間設定 OFFの フリー表示 

 MEM.SCANNING･･･ メモリースキャン動作のブリンク表示 

 M.Scan Bank  0  メモリースキャンをしているバンク表示  

           数字キーを使い、メモリースキャンをさせるバンクを指定します。 

  カーソル位置表示 

  最新メモリースキャン周波数表示 

 

 kHzキー メモリーチャンネルのダウン順スキャン方向指定 

 MHzキー メモリーチャンネルのアップ順スキャン方向指定 

 

 ソフトキー左キー [SET FREQ.] カーソル位置の周波数をVFOモードに転送してモニターをする。 

 ソフトキー中央キー[   UP   ] カーソル位置を上方向に移動 

 ソフトキー右キー [  DOWN  ] カーソル位置輪下方向に移動 

 

※ メモリースキャン動作を終わるのは、他の動作モードに移行することで終了します。 

   例 カーソル移動で、カーソル周波数をVFOモードにてモニターを開始する。 

     単純に FUNC + 4キーにてVFOモードに移行する。 など 

 

※ メモリースキャン動作中は、スペクトラム表示ではなく、SACN RESULTとしての周波数表示をします。 
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● メモリースキャン動作開始 

 

FUNCキーを押します。 メモリー読み出し動作にします。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示をします。 

 

3キーを押します。 

  メモリー読み出し動作になります。 

 

再び、FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示をします。 

 

再び、3キーを押します。 

  画面が変わって、メモリースキャン動作になります。 

 

※ メモリースキャン動作の開始は、メモリー読み出し動作でFUNC + 3キーによる操作で開始します。 

 

 

 

 

メモリースキャン動作での注意点 

 

メモリースキャン動作において、メモリーチャンネルの周波数でスケルチが開いて信号を確認すると、メモ

リースキャン動作は一時停止して、メモリーチャンネルの周波数のモニター動作を継続します。このときの

信号の有無を指定するのは、スケルチレベルです。 

 

スケルチがオープンになっている状態では、以後のチャンネルへのスキャン移動はありません。メモリース

キャン動作は一時停止している状態になります。ただし、スケルチの設定を深くかけると、信号がキャッチ

できずに、スキャン動作は通り過ぎてしまうことになります。適切にスケルチ調整をしてください。 

 

また、メモリースキャンの一時停止中に信号が消えて、スケルチが閉じた状態になると、DELAY-TIME の時

間が経過すると、メモリースキャン動作を再開します。 

 

また、FREE の設定を OFF から任意の時間に設定すると、スケルチが開いて信号を確認している状態が続い

ても、設定した任意の時間が経過すると、メモリースキャン動作を再開します。この場合、スケルチ設定で

スケルチが開いても、メモリースキャン動作が一時停止することがないので、常時出ている放送周波数など

の連続チェックなどには適しています。 

 

DERYE-TIMEやFREEの設定は「5-5 動作設定」をご覧ください。 
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    6666----6666    セレクトスキャンセレクトスキャンセレクトスキャンセレクトスキャン    

 

メモリースキャン動作は、設定されているバンク毎に切り替えてメモリースキャンすると動作ですが、特定

の指定したバンク・チャンネルのメモリー周波数だけを選んでメモリースキャン動作をするのがセレクトス

キャンです。 

 

このセレクトスキャン動作は、バンク内だけのメモリーチャンネルだのメモリースキャン動作ではなく、メ

モリーのセレクト設定したチャンネルだけをバンクをまたいでメモリースキャンする動作です。 

 

 

● セレクトスキャンのためのセレクト設定 

 

FUNCキーを押します。 

TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

3キーを押します。 

  メモリー読み出し動作になります。 

 

ダイヤルを回して、セレクト設定するメモリーチャンネルを読み出します。 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

6キーを押します。 

  TFTディスプレイ表示に SEL の表示がでます。 

 
 

 

ダイヤルを回すとセレクト設定したメモリーチャンネルだけに、SEL表示がされることが確認できます。 

同様に、セレクトしたいメモリーチャンネルを読み出して、FUNC + 6キーでセレクト設定ができます。 

 

 

※ セレクト設定の解除は、上記の操作を行うことでセレクト設定の解除ができます。 
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● セレクトスキャン動作 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

5キーを押します。 

  スレクトスキャン画面に移行し、セレクトスキャンを開始します。 

 

 

 

 SEL-SCAN  セレクトスキャン動作表示 

 SEL. SCANNING･･･ セレクトスキャンニングのブリンク動作表示 

  カーソル位置表示 

  最新メモリースキャン周波数表示 

 

 kHzキー メモリーチャンネルのダウン順スキャン方向指定 

 MHzキー メモリーチャンネルのアップ順スキャン方向指定 

 

 ソフトキー左キー [SET FREQ.] カーソル位置の周波数をVFOモードに転送してモニターをする。 

 ソフトキー中央キー[   UP   ] カーソル位置を上方向に移動 

 ソフトキー右キー [  DOWN  ] カーソル位置輪下方向に移動 

 

セレクトスキャン動作は、メモリースキャン同様の条件によって、スキャン動作をしています。 

スケルチ設定やDREY-TIME・FREEの設定により動作が変わります。 

DERYE-TIMEやFREEの設定は「5-5 動作設定」をご覧ください。 

 

セレクトスキャン動作は、0バンクから9バンクに関係なく、各バンク内のSEL設定したチャンネルだけを

メモリースキャンする動作ですので、バンクおよびチャンネル表示はなく、各メモリーチャンネルの周波数

表示のみ表示してスキャン動作を行います。 
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    6666----7777    プライオリティモニタープライオリティモニタープライオリティモニタープライオリティモニター    

 

プライオリティモニターとは、VFOモード動作やメモリー読み出し動作などの特定の周波数をモニターして

いる状態で、特定の1つのメモリーチャンネルをモニターする方法です。 

 

特定の一つの周波数を設定して、一定時間ごとに、VFOモードやメネリー読み出しモードからその設定した

メモリーチャンネルをモニターする方法で、その設定したメモリーチャンネルが信号を受信してスケルチが

開いた状態になると、その設定周波数のモニターを継続します。つまり、間欠受信動作です。 

この場合も、メモリースキャンやセレクトスキャン同様に、DELAY-TIMEやFREEの設定によって動作は変わ

ります。DERYE-TIMEやFREEの設定は「5-5 動作設定」をご覧ください。 

 

 

 

● プライオリティチャンネルの設定 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

7キーを”長押し”をします。 

  プライオリティチャンネル設定画面に移行します。 

 

 

     TEXT: メモリーチャンネルのタイトルテキスト表示 

     FREQ: メモリーチャンネルに登録されている周波数表示 

     MODE: メモリーチャンネルの復調モード表示 

     PRIO-CH    プライオリティチャンネルに設定するメモリーバンク・チャンネル表示 

     INTERVAL   モニターする間隔の時間設定(秒) 01から20の間で設定 

 

プライオリティチャンネルに設定するメモリーチャンネルを バンク+チャンネルの３桁を数字キーから入

力します。 

 

ソフトキーの右キーを押して、PRIO-CH設定からINTERVAL設定に切り替えます。 

  01～20の間で数字キーを使って入力します。MHzキーで決定します。 

 

MHzキーを”長押し”します。 

  これで決定です。 入力途中でキャンセルする場合は、CLRキーを押してください。 
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● プライオリティモニター動作設定 

 

プライオリティチャンネルを設定した後で、動作させることになります。 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

7キーを押します。 

  TFTディスプレイの左上に PRIO の表示がでます。 

 
VFOモード動作時のPRIO表示例 

 

プライオリティチャンネルが開くと信号の出ている間プライオリティ受信画面を表示します。 

 
VFO-A表示がPRIOの表示になります。 

 

  ※ DELAY-TIMEの設定やFREEの設定によっては、PRIO画面は瞬間表示となってしまう場合があります。 

    DERYE-TIMEやFREEの設定は「5-5 動作設定」をご覧ください。 

 

 

● プライオリティモニター動作の解除 

  FUNC + 7キー(プライオリティ設定と同じ)を押すことで、プライオリティモニター設定を解除します。 
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7.7.7.7.    オフセットモニターオフセットモニターオフセットモニターオフセットモニター    

 

オフセットモニター機能とは、送信と受信で別々の周波数を使用している通信方式のような交信をしている

場合に片方の周波数のみモニターすることになります。このような場合に、もう片方の周波数を簡単に切り

替えてモニターする場合に使用する機能です。 このオフセットモニター機能は、VFOモードおよびメモリ

ー読み出しモードのみで使用できます。 

 

通信例として、アマチュア無線の430MHz帯で使用されているレピーターがあります。受信(ダウンリンク)

している周波数は439MHzですが、送信(アップリンク)する周波数は、434Mzの-(マイナス)5MHz下の周波数

となっています。 

 

 

 

● オフセット周波数設定 (上記のアマチュア無線の-5MHzを設定する例) 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNCの文字が表示されます。 

 

「・」キーを”長押し”します。 

     オフセット周波数設定画面に移行します。 

 
オフセット周波数設定画面 

 

アマチュア無線の430MHz帯のレピーターは-5MHzシフトです。 

5キーを押して MHzキーを押します。 

  FREQ. -  0.0000MHz が FREQ. –  5.0000MHz となりました。 

 

このままでは、+(プラスシフト)となってしまいます。 

ソフトキーの中央キーを押します。 

  FREQ. –  5.0000MHz が FREQ. +  5.0000MHz と変わりました。 

 

MHzキーを”長押し”して決定します。 

入力設定をキャンセルする場合は、CLRキーを押してください。 
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● オフセットモニター設定と操作 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNCの文字が表示されます。 

 

「・」キーを押します。 

     TFTディスプレイの中央上にDUPの文字が表示されます。 

 

 
 

この状態で、シフトさせた周波数を受信する場合は 

 

FUNCキーを押します。 

 TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

基本操作キーのSQUELCHキーを押します。 

  オフセットされた-5MHzの周波数に変化し、DUP表示がブリンクします。 

  このDUPのブリンク状態が、オフセット状態でシフトした周波数をモニターしていることになります。 

 

 

同じ FUNC + SQUELCHキーを押すと元に戻ります。 
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8.8.8.8.    サーチサーチサーチサーチ動作動作動作動作    

 

サーチ動作とは、特定の周波数帯を下限周波数・上限周波数と設定し、その間を周波数スイップに従い順次

周波数を変更して信号の有無をチェックしていく方法です。 

本機には、ノーマルサーチとFFTサーチの二種類のサーチ動作を内蔵させており、目的によりサーチ動作を

選択することができます。 

 

 

    8888----1111    ノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチととととFFTFFTFFTFFT サーチサーチサーチサーチについてについてについてについて    

 

ノーマルサーチは、各種受信機でも一般的な機能です。たとえば、145.00MHzから、145.98MHzまでのアマ

チュア無線周波数帯を、20kHzおきにさも、ダイヤルを回しているかのように周波数を可変して、信号の有

無をチェックしていく方法です。 

信号が出ている間は、その信号の受信のためにサーチ動作は一時停止します。受信信号が無くなると、また

サーチ動作を開始し信号の有無をチェックする動作へと変わります。 

このように、順次周波数を変更しながら信号の有無をチェックしていくのがノーマルサーチの動作です。 

 

FFTサーチ動作は、本機のスペクトラム表示のためのFFT機能を使用したサーチ方法です。サーチする範囲

としての周波数帯は、ノーマルサーチでの範囲と同じですが、順次周波数を変更するのではなく、FFT動作

による周波数の出没をチェックし、その周波数と信号強度を表示させていく方法です。 

ノーマルサーチと比べると、周波数帯をいくつかのプロックに分けて、出没信号だけを出力していきますの

で、テレコン・テレメータのような、送出時間の短い信号に対しても信号のチェックをすることができます。 

 

ノーマルサーチでは、周波数の移行と信号の出現が合わないと検出することができなかった信号の有無を

FFTサーチではチェックすることができるようになります。 

 

 

  

  ノーマルサーチ画面例              FFTサーチ画面例 

 

 

※ サーチ動作はサーチバンク登録がされていないと、ノーマルサーチ・FFTサーチは動作いたしません。 
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    8888----2222    サーチバンクサーチバンクサーチバンクサーチバンクのののの登録登録登録登録    

 

ノーマルサーチもFFTサーチもどちらも必要なのが、サーチバンクとしての登録です。 

サーチバンクは01から40まで、40のバンクを登録することができます。 

 

● サーチバンク設定の呼び出しと登録 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNCの文字が表示されます。 

 

2キーを”長押し”します。 

  サーチバンク登録画面が表示されます。 

 

 

 

設定項目は、 BANK、L-FREQ、H-FREQ、MODE、STEP、TEXTの6項目です。 

項目の選択は、ソフトキーの中央[  UP  ]キーと右[ DOWN ]キーで行います。 

 

BANK 登録バンクの番号です。01から40の40バンクあります。二桁を数字キーで入力します。 

    確定はMHzキーを押します。 

 

L-FREQ 指定する周波数帯の下限周波数を数字キーで入力します。 

    入力単位は、MHzです。 確定はMHzを押します。 

 

H-FREQ 指定する周波数帯の上限周波数を数字キーで入力します。 

    入力単位は、MHzです。 確定はMHzを押します。 

 

MODE 復調モードを選択します。ダイヤルを回して選択してください。 

    確定はMHzキーを押します。 

 

TEXT サーチバンクの名称を半角英数記号で12文字まで登録できます。 

    ※ テキスト登録は「6-3 テキスト入力」をご覧ください。 

 

最後にMHzキーを”長押し”して登録が完了します。 

入力や変更を中断するときは、CLRキーを押します。 
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    8888----3333    ノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチ    

 

サーチ動作を開始するには、サーチバンクの登録が必要です。 

 

● ノーマルサーチ動作の開始 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNCの表示がでます。 

 

2キーを押します。 

  VFO等の動作表示がSEARCHにかわり、サーチ動作画面に移行します。 

  

数字キーで二桁入力することで、サーチバンクの切り替えができます。 

 ※数字キーの入力ができない場合は、基本操作キーのFREQ.キーを押してから、数字入力をしてください。 

 

MHzキーで高い周波数にサーチし、kHzキーで低い周波数へとサーチし、サーチ方向の変更ができます。 

また、サーチ動作で信号を受信して、一時停止している場合に、kHzキー及びMHzキーを押すと、受信動作

を停止してサーチ動作を再開させることができます。 

 

サーチ結果は、最新の30件が表示され、古いものから書き換えて常に最新の30件を表示します。 

 

● ノンステップサーチ 

 

サーチ動作中にFUNC + 2キーを押すと、ノンステップサーチ動作へと切り替えることができます。 

ノンステップサーチは、信号をキャッチしても受信動作をせずに、サーチ動作を続ける動作です。 

信号の有無だけをチェックする動作で周波数だけを順次表示してくれますので、周波数探査のような目的の

場合にはとても便利な動作です。 

再び、 FUNC + 2キーを押すと、通常のノーマルサーチ動作に戻ります。 

 

● サーチ周波数の呼び出し 

 

サーチ動作で表示された周波数を、ソフトキーの中央[  UP  ]キーと右[ DOWN ]キーを使って目的の周波数

表示にカーソルを移動させて、ソフトキーの左[SET FREQ.]キーを押すと、目的周波数をVFOモードの周波

数として、サーチ動作を抜けた、VFOモードでの受信動作へ移行することができます。 
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    8888----4444    パスパスパスパス周波数周波数周波数周波数のののの設定設定設定設定    

 

サーチ動作において、受信環境や設置環境等により、目的周波数以外に毎回受信動作をしてしまう場合があ

ります。電気器具やパソコン等は多くの電波を発生させています。このような信号が、サーチバンク内の周

波数として含まれることは低調波・高調波、混信等により無いとはいいきれません。 

このような目的外の信号をパス登録することで、サーチ動作をより快適に働かすことができるようになりま

す。 

 

● パス周波数の設定 

 

サーチ状態での動作中に操作します。 

 

カーソルをソフトキーの中央[  UP  ]キー及び右[ DOWN ]キーを使って、サーチ時に信号をキャッチしても、

モニター受信しない周波数に合わせます。 がカーソル位置です。 は最新サーチ周波数です。 

 
 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレスの左上にFUNC表示が出ます。 

 

MODEキーを押します。 

 位置のカーソル指示の周波数がパス周波数として登録されました。 

  TFTディスプレイの右上にPASSの表示がでます。 

 

 

次回のサーチ動作から、サーチ周波数帯の中の周波数として信号をキャッチしても、モニターの対象にせずに、

通過します。 

 

※ パス周波数の登録は１バンクに50の周波数までです。51番目の登録はできません。 

  51番目以降の登録設定をしても無視されます。 

 

※ パス周波数は、ノーマルサーチ及びノンストップサーチ動作でのパスの対象となります。 

  FFTサーチでは、パス周波数は有効ではありませんので注意してください。 
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● パス周波数の確認と削除 

 

サーチバンクひとつに対してパス周波数の設定は50個までです。パス登録されている状態を確認し、登録

内容の一部を削除することができます。 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

MODEキーを”長押し”します。 

  PASS FREQ Browserを表示します。 

 
 

削除したい周波数にソフトキーの中央[  UP  ]キー及び右[ DOWN ]キーを使ってカーソルを移動させます。 

ソフトキーの左[  DEL  ]キーを押すと、カーソル指示のパス周波数が削除されます。 

 

パス周波数一覧表示からサーチ動作に戻るには、CLRキーを押してください。 

また、他の動作モードに移行するには、それぞれのモード移行の操作をしてください。 

 

 

 

 

 ※ PASS FREQ Browserで表示されるのは50個の内、最初の30個だけです。 

   パス周波数すべてを、確認するには、パソコンと接続し、「PR」コマンドにより読み出します。 

 

 ※ パソコンとの接続及び、「PR」コマンドについては、「10. 制御コマンド」をご覧ください。 
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    8888----5555    FFTFFTFFTFFT サーチサーチサーチサーチ    

 

ノーマルサーチ動作よりより早い動作でサーチを行うのがFFTサーチです。周波数を順次指定周波数づつ変

えてサーチする方法に比べて、スペクトラム表示のような最大10MHz幅をFFT演算による信号検出をおこな

い、また検出信号を閾値と指定したレベル以上に徒出した周波数だけを表示していくのが、FFTサーチ動作

です。 

 

また、FFTサーチ動作はスケルチ動作での周波数のヒットを確認しているのではなく、閾値としてのレベル

設定により出没信号のチェックをしています。よって、信号のレベルも8段階の色による表示を実現してい

ます。 

 

FFTサーチは最大10MHzを順次切り替えてFFT演算をしてサーチした周波数を出力しますので、より広い範

囲の周波数幅を設定しても、高速な周波数検出が可能となっています。 

 

 

● FFサーチで使用するサーチバンク 

 

FFTサーチで使用するサーチバンクは、ノーマルサーチと同じサーチバンクを使用します。FFTサーチ動作

をする場合も、サーチバンクの登録が必要なります。 

サーチバンクの登録は「8-2 サーチバンクの登録」をご覧ください。 

 

ただし、周波数ステップはFFTサーチ動作の設定時に新たに設定します。また、検出基準となる閾値も同様

に設定します。 

 

 

● サーチバンクの設定と動作開始 

 

FUNCキーを押します。 

  TFTディスプレイの左上にFUNCの表示がでます。 

 

1キーを押します。 

 Search Bankの番号にカーソルのある。FFTサーチ設定画面に移行します。 
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最初にサーチさせたいバンクを数字キー2桁により入力します。 

  Step周波数にカーソルが移動します。周波数表示部分が反転します。 

 

 

ダイヤルを回して、FFTサーチ動作でのステップ周波数を選択します。MHzキーを押して決定します。 

  カーソルがStep周波数の左側に移動して、-**dB表示が反転します。 

 

 

ダイヤルを操作すると、グラフ表示内の緑の横バーと矢印が上下に移動します。検出したい信号のレベルを

閾値として設定します。ダイヤルの変化に合わせて、dB表示も変化します。MHzキーを押すと決定します。 

 

MHzキーを押して決定すると、FFTサーチ動作が開始して、周波数の表示を開始します。信号レベルに合わ

せて色が変化します。 
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● FFTサーチの結果表示について 

 

前項で設定した、閾値のレベル以上に徒出した信号を周波数表示すると同時に、信号レベルに合わせて色が

変化します。色の変化は16段階です。ただし、検出結果は高速に表示されるために、視認するには適して

いません。 

 

ここで出力されているFFTデータは、REMOTE端子を経由してPCデータとしても同時に出力されています。 

 

 
 

             赤色     閾値を–30dBを上回る信号強度 

       オレンジ色、黄色、緑色、空色など  14段階の2dB毎に設定 

青色     閾値の値もしくは+1dBの信号 

 

 

ノーマルサーチ同様に、ソフトキーの中央[  UP  ]キーと右[ DOWN ]キーを押して カーソルを移動させ

てソフトキーの左[SET FREQ.]キーを押して、VFOに送ってモニター動作させることができます。 

 

CLRキーを押すと、FFTサーチを停止し1つ前の閾値の設定画面に戻ります。続けてCLRキーを押すと、周

波数ステップの変更へとカーソルが移動し設定変更をすることができます。 

 

FFTサーチ自体を停止するには、カーソルによるVFOモードへの移行、もしくは他のモードへの移行操作を

おこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 90

 

9.9.9.9.    削除動作削除動作削除動作削除動作    

 

記憶されているメモリーやサーチなどの設定を削除するための動作です。各種の設定においては、設定変更

はできましたが、削除はできませんでした。また、PASS 周波数だけの削除は可能でしたが、パスバンク自

体の削除動作はできなかったため、PASS周波数が登録されていなくても、サーチ動作において、PASS表示

が表紙されていました。削除を行うには、以下に説明する削除画面により削除します。 

 

 

● 削除画面の呼出 

 

FUNCキーを押してください。 

  TFTディスプレイの左上にFUNC表示がでます。 

 

8キーを押します。 

  各種の削除画面が一括表示されます。 

 
 

       画面左側 削除指定の各種項目の主要データが表示されます。 

            項目のみが青色で表示されている場合は、データはありません。 

 

       SRCH-BANK サーチバンクを指定します。 

       MEM-BANK メモリーバンク内のすべてのメモリーチャンネルを削除します。 

       MEM-CH メモリーチャンネルを指定して、削除します。 

       PASS-BANK パス周波数のバンク内の全てを削除します。 

       PASS-FREQ パス周波数を指定して削除します。 

 

       白黒反転しているのが指定カーソル位置です。 

       ソフトキー左 [ DELETE ]    指定カーソルの項目を削除します。 

       ソフトキー中央[  UP  ] カーソル位置を上に移動します。 

       ソフトキー右 [ DOWN  ] カーソル位置を下に移動します。 

 

    ※ 個々に削除を行うと、削除画面に移行する前の動作モード画面に戻ります。 

      連続して、削除動作はできません。削除動作のたびに削除画面を呼び出してください。 
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SRCH-BANK 

サーチバンク内の全てのデータを削除します。 

 

 カーソルを移動させて、数字キーでサーチバンクを01から40を指定してください。 

 画面左側に、主要なデータとして、TEXT、L-FREQ.、H-FREQがそれぞれ表示されます。削除していいと判

断された場合は、ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押してください。 

ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押すと、削除画面に移行する前の動作モード表示画面に戻ります。 

 

 

MEM-BANK 

 メモリーバンク内の全てのデータ(メモリーチャンネル)を一括で削除します。 

 

 カーソルを移動させます。このとき左側にはなにも表示されません。数字キーを使って削除するメモリー

バンクを0から9を指定します。削除と判断した場合は、ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押してくださ

い。ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押すと、削除画面に移行する前の動作モード表示画面に戻ります。 

 

 

MEM-CH メモリーチャンネルを指定して、削除します。 

 メモリーチャンネルをバンクとともに指定して単独削除します。 

 

 カーソルを移動させ、バンクとチャンネルを数字キーで3桁入力すると、画面左側にTEXT と FREQ.が表

示されます。削除と判断した場合は、ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押してください。 

ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押すと、削除画面に移行する前の動作モード表示画面に戻ります。 

 

 

PASS-BANK 

 バンク内のパス周波数を一括で全て削除します。 

 

 カーソルを移動させ、数字キーを使って01から40を指定してください。画面左側には何も表示されませ

ん。削除と判断した場合は、ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押してください。 

ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押すと、削除画面に移行する前の動作モード表示画面に戻ります。 

 

 

PASS-FREQ 

 パス周波数を個別に削除します。 

 

 数字キーを使って、バンクとチャンネルを指定して4桁入力します。バンクは01から09でチャンネルは

00から49です。該当するバントと項目にパス周波数が設定されている場合は、画面左側にFREQ.に周波

数が表示されます。削除と判断した場合は、ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押してください。 

ソフトキーの左[ DELETE ]キーを押すと、削除画面に移行する前の動作モード表示画面に戻ります。 

 

 ※ パス周波数におけるチャンネルの概念は便宜上のもので、若いチャンネル番号を消去して、順送りと

なるため、同一番号を再度指定したときには新たな周波数表示がされます。 

 ※ パス周波数一覧表示画面で、先頭から最初の30チャンネルまで周波数表示されているため、パス周

波数の削除の場合は、この削除画面より、パス周波数一覧表示画面が便利です。 
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MEMO 
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10.10.10.10.    制御制御制御制御コマンドコマンドコマンドコマンド 

 

本機には、パーソナルコンピュータなどに接続して制御するためのシリアルインターフェースを備えていま

す。端子形状は USB 型と D-SUB9 ピン型の 2 つの端子があります。コンフィグレーションの設定により、

REMOTE1(USB 型)と REMOTE2(D-SUB9 ピン型)と切り替えて使用します。同時に2つの端子を使いことはでき

ません。 

 

        
USB型           D-SUB9ピン型 

 

 

 
コンフィグレーション画面例 

 

 

● 通信条件 

 

本機とパソコンとの接続は、それぞれストレートタイプの接続ケーブルをご準備いただき接続してください。 

各種通信条件は以下の通りです。 

 

通信速度    115kbps(初期設定)、57.6kbps、38.4kbps、19.2kbps、9600bpsから選択 

         ※コンフィグレーション画面より設定変更ができます。 

データ長    8ビット 

パリテイ    なし 

ストップビット 2ビット 

フロー制御   RTS/CTS 

 

ご使用になるターミナルソフトなどで、上記設定に合わせたうえでお使いください。 
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●  デリミタ 

PC → SR2000A 

＜CR＞ （0x0d）  

または  

＜CR＞＜LF＞ （0x0d 0x0a）  

のどちらか（＜CR＞ に続く ＜LF＞ は無視される）。  

コマンド及びパラメータの終端には必ず、このデリミタを付加する事。  

 

SR2000A → PC 

OK 応答の場合。  

＜SP＞＜CR＞＜LF＞ （0x20 0x0d 0x0a）  

NG 応答の場合。  

？＜CR＞＜LF＞ （0x3f 0x0d 0x0a）  

取得（読み出しコマンド）に対する応答の場合。  

コマンドの取得値に続いて OK 応答。  

設定のみのコマンドの場合は、OK 応答のみを返します。  

以下、このデリミタ表記は本書内では省略します。  

 

 

● 数値パラメータの補完の取り決め 

指定されている桁数に満たない桁数の数値をパラメータとして渡した場合、SR2000A ではエラーとして

処理する のでは無く足りない桁を、頭から 0 で補完して処理します。  

例えば、DB コマンドではパラメータを 3 桁で指定します。  

DB003  

 

ところが、パラメータを 1 桁または 2 桁で指定した場合は、SR2000A 内部でパラメータの頭に 0 を

挿入する 形で桁数の補完を行い、処理を実施します。  

DB3 → DB003  として処理する。  

DB03 → DB003  として処理する。  

これは、メモリーチャンネルやサーチバンクの設定等にも適用されるので注意が必要です。（例えば、メ

モリーチャンネルの 3 バンク 03 チャンネルを削除しようと MQ303 と入力すべきところを誤って MQ33 

と入力した場合、SR2000A は MQ033 として処理し、0 バンク 33 チャンネルを削除する事に なります）。  

 

尚、一部のコマンドはこの補完が効かないので注意して下さい(詳しくは各コマンドを参照して下さい)。  

 

 

● サーチ、スキャン時のシリアル回線出力書式 

サーチ、スキャンの際の出力書式は以下の通りです。  

 

FFT FFT FFT FFT サーチサーチサーチサーチ            

DL-mm RFnn...  

mm: dB 値、nn...: 周波数[Hz]  

mm の前には、必ず -（マイナス記号）が入ります。  

 

ノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチ、、、、スキャンスキャンスキャンスキャン            

ATn AMn SQn LCxxx RFmmmmnnnn 

AT、AM、SQ、LC、RF に続くパラメータについては対応する各コマンドを参照して下さい。  
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● コマンド一覧 

 

AG AFゲイン     AM RFアンプ  

AT アッテネータ     AV 算術平均の回数  

BL バックライト     BP ビープ音  

CF センター周波数    CM マーカーモード  

CS チャネルスコープモード   DB レベルスケルチ  

DD ディレイ時間     DI メインダイヤル自動復帰先  

DM 演算モード(スペクトラム)   DS シリアル回線速度  

DT メインダイヤル自動復帰時間   DV ビデオ復調周波数方向設定  

EF エンド周波数     EX リモートオフ  

FD 高速ダウンロード   FF FFTサーチ  

FP スペクトラム周波数スパン  FS スペクトラム周波数ステップ  

GA セレクトメモリ    GD グラフダウンロード  

GN スペクトラム/ビデオ入力感度   GR セレクトメモリリスト  

HV ビデオ出力水平位置    LC 信号強度自動出力  

LM 信号強度読み出し    MA メモリチャネルデータ読み出し  

MB メモリーバンク削除    MC マーカー周波数をセンター周波数にする  

MD 復調モード     ME 中央値演算回数  

MF マーカー周波数     MI マーカー強度読み出し  

MO マーカーデータ出力    MQ メモリチャネル削除  

MR メモリチャネル受信モード   MS メモリチャネルスキャン  

MU ミュート    MX メモリチャネルデータ設定  

NP NTSC/PAL切り替え     OF オフセット受信  

OL オフセット周波数    OM 観測モード  

PD パス周波数削除    PM スペクトラム描画モード  

PP プライオリティチャネル設定   PQ プライオリティ機能切り替え  

PR パス周波数読み出し    PW パス周波数設定(ノーマルサーチ)  

QS サーチバンク削除    RF 受信周波数  

RQ ノイズスケルチ    RS リセット  

RW スペクトラム周波数分解能   RX 受信機状態読み取り  

RY ステップアップダウン    SC ノーマルサーチ、スキャンの停止、無停止モード  

SE サーチバンク登録、設定   SL シリアル回線選択  

SM セレクトメモリスキャン   SP フリースキャン時間  

SQ スケルチ     SR サーチバンクの読み取り  

SS ノーマルサーチ    ST 周波数ステップ(サーチ以外)  

SV サーチデータをVFOへコピー   TF スタート周波数  

TI プライオリティ時間間隔   TL スペクトラムピークトリガ  

TS FFT周波数ステップ    TT FFT閾値  

VO ビデオ復調周波数    VR ファームウェアバージョン  

VS スペクトラム/ビデオ表示切り替え   Vx VFO設定、選択  

WF ウォーターフォール    WS 広帯域スペクトル  

 

 

 

 

 

 

● 制御コマンド 一覧表 
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AGAGAGAG    AFAFAFAF ゲインゲインゲインゲイン    初期値初期値初期値初期値: 0: 0: 0: 0     

設定: AGn＜CR＞ 

n=0～72 

取得: AG＜CR＞ 

応答値はAGnnn(固定長) 

 

AMAMAMAM    RFRFRFRF アンプアンプアンプアンプ    初期値初期値初期値初期値: 1: 1: 1: 1    

設定: AMn＜CR＞ 

n=0(OFF) 

n=1(ON) 

取得: AM＜CR＞ 

応答値はAMn 

 

ATATATAT    アッテネータアッテネータアッテネータアッテネータ    初期値初期値初期値初期値: 0: 0: 0: 0    

設定: ATn＜CR＞ 

n=0(0dB) 

n=1(10dB) 

n=2(20dB) 

取得: AT＜CR＞ 

応答値はATn 

 

AVAVAVAV    算術平均算術平均算術平均算術平均のののの回数回数回数回数    初期値初期値初期値初期値: 31: 31: 31: 31    

設定: AVn＜CR＞ 

n=2～31 

取得: AV＜CR＞ 

応答値はAVnn(固定長) 

 

BLBLBLBL    バックライトバックライトバックライトバックライト    初期値初期値初期値初期値: 1: 1: 1: 1    

設定: BLn＜CR＞ 

n=0(消灯) 

n=1(点灯) 

取得: BL＜CR＞ 

応答値はBLn 

 

BPBPBPBP    ビープビープビープビープ音音音音        初期値初期値初期値初期値: 1 : 1 : 1 : 1     

設定: BPn＜CR＞ 

n=0(消音) 

n=1(発音) 

取得: BP＜CR＞ 

応答値はBPn 

 

CFCFCFCF    センターセンターセンターセンター周波数周波数周波数周波数            ※※※※VFOVFOVFOVFO モードモードモードモードでのみでのみでのみでのみ有効有効有効有効    

設定: CFm.n＜CR＞ 

m.n=25～3000[MHz] 

nは100Hz単位で指定  

取得:  CF＜CR＞ 

応答値はCFmmmm.nnnn[MHz](固定長) 
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CMCMCMCM    マーカーモードマーカーモードマーカーモードマーカーモード    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: CMn＜CR＞ 

n=0(即値読取) 

n=1(ピーク) 

n=2(連続ピーク) 

取得: CM＜CR＞ 

応答値はCMn 

 

CSCSCSCS    チャンネルスコープモードチャンネルスコープモードチャンネルスコープモードチャンネルスコープモード        ※※※※チャンネルスコープモードチャンネルスコープモードチャンネルスコープモードチャンネルスコープモードでのみでのみでのみでのみ設定可能設定可能設定可能設定可能    

設定: CSnnnn.nnnn mmm.mm kkkk.kkkk＜CR＞ 

nnnn.nnnn:スタート周波数[MHz] 

mmm.mm:ステップ周波数[kHz] 

kkkk.kkkk:エンド周波数[MHz] 

取得: CS＜CR＞ 

応答値はCSnnnn.nnnn mmm.mm kkkk.kkkk 

 

DBDBDBDB    レベルスケルチレベルスケルチレベルスケルチレベルスケルチ    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: DBnn＜CR＞ 

n=0～72 

取得: DB＜CR＞ 

応答値はDBnnn(固定長) 

 

DDDDDDDD    ディレイディレイディレイディレイ時間時間時間時間    初期値初期値初期値初期値: 2.0: 2.0: 2.0: 2.0    

設定: DDn.n＜CR＞,DDnn＜CR＞ 

n.n=0.0～9.9[秒] 

FF =HOLD 

取得:  DD＜CR＞ 

応答値はDDn.n(固定長)またはDDFF(HOLD時) 

 

DIDIDIDI    メインダイヤルメインダイヤルメインダイヤルメインダイヤル自動復帰先自動復帰先自動復帰先自動復帰先        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: DIn＜CR＞ 

n=0(OFF) 

n=1(FREQ) 

n=2(MARKER) 

n=3(SQUELCH) 

n=4(VOLUME) 

取得: DI＜CR＞ 

応答値はDIn 

 

DMDMDMDM    演算演算演算演算モードモードモードモード((((スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム))))        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: DMn＜CR＞ 

n=0(None) 

n=1(AVR) 

n=2(MAX) 

n=3(MED) 

取得: DM＜CR＞ 

応答値はDMn 

 

DSDSDSDS    シリアルシリアルシリアルシリアル回線速度回線速度回線速度回線速度        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     
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設定: DSn＜CR＞ 

n=0(115200bps) 

n=1(57600bps) 

n=2(38400bps) 

n=3(19200bps) 

n=4(9600bps) 

取得: DS＜CR＞ 

応答値はDSn 

 

DTDTDTDT    メインダイヤルメインダイヤルメインダイヤルメインダイヤル自動復帰時間自動復帰時間自動復帰時間自動復帰時間    初期値初期値初期値初期値: 10: 10: 10: 10    

設定: DTn＜CR＞ 

n=1～30 

取得: DT＜CR＞ 

応答値はDTnn(固定長) 

 

DVDVDVDV    ビデオビデオビデオビデオ復調周波数方向設定復調周波数方向設定復調周波数方向設定復調周波数方向設定        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: DVn＜CR＞ 

n=0(ノーマル) 

n=1(リバース) 

 取得: DV＜CR＞ 

応答値はDVn 

 

EFEFEFEF    エンドエンドエンドエンド周波数周波数周波数周波数    ※※※※センターセンターセンターセンター周波数周波数周波数周波数ととととスペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム周波数周波数周波数周波数スパンスパンスパンスパンによりによりによりにより設定不能値有設定不能値有設定不能値有設定不能値有りりりり    

設定: EFm.n＜CR＞ 

m.n=25.08～3005[MHz] 

nは100Hz単位で指定 

取得: EF＜CR＞ 

応答値はEFmmmm.nnnn[MHz](固定長) 

 

EXEXEXEX    リモートオフリモートオフリモートオフリモートオフ    ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: EX＜CR＞  

 

FDFDFDFD    高速高速高速高速ダウンロードダウンロードダウンロードダウンロード            

※※※※内部処理内部処理内部処理内部処理のののの違違違違いからいからいからいから画面表示値画面表示値画面表示値画面表示値ととととコマンドコマンドコマンドコマンド取得値取得値取得値取得値にににに±±±±1dB1dB1dB1dB のののの差差差差がががが出出出出るるるる事事事事があるがあるがあるがある    

取得: FD＜CR＞ 

1画面分の各周波数に対応したレベルを、1周波数1バイトとして出力 

出力書式は次の通り 

 

FD<SP><CR><LF><SP><SP><SP>(レベルデータ)<S><SP><SP><CR><LF> 

 

ここでレベルデータは-100dBを0x20とし、それにレベルのdB値を加算したASCIIコー

ドとなる 

例えば-80dBならば 

0x20+20=0x34 

となる(20=0x14) 

レベルデータの長さは320 
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FFFFFFFF    FFTFFTFFTFFT サーチサーチサーチサーチ        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: FFmm TSnn TT-kk＜CR＞ 

FFmm:mm=01～40(サーチバンク) 

TSnn:コマンドTSを参照 

TT-kk:コマンドTTを参照 

 

FPFPFPFP    スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム周波数周波数周波数周波数スパンスパンスパンスパン        初期値初期値初期値初期値: 10.0: 10.0: 10.0: 10.0    ※※※※FFTFFTFFTFFT サーチサーチサーチサーチとはとはとはとは無関係無関係無関係無関係    

設定: FPm.n＜CR＞ 

m.n=0.16～10[MHz] 

nはkHz単位で指定 

取得: FP＜CR＞ 

応答値はFPmm.nnn(固定長) 

 

FSFSFSFS    スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム周波数周波数周波数周波数ステップステップステップステップ    初期値初期値初期値初期値: 31.25: 31.25: 31.25: 31.25    ※※※※FFTFFTFFTFFT サーチサーチサーチサーチとはとはとはとは無関係無関係無関係無関係    

設定: FSm.n＜CR＞ 

m.n=0.5～31.25[kHz] 

nはkHz単位で指定 

取得: FS＜CR＞ 

応答値はFSmm.nnn(固定長) 

 

GAGAGAGA    セレクトメモセレクトメモセレクトメモセレクトメモリーリーリーリー    初期値初期値初期値初期値: 0   : 0   : 0   : 0   ※※※※メモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネル受信受信受信受信モードモードモードモードでのみでのみでのみでのみ単独使用可単独使用可単独使用可単独使用可    

※※※※このこのこのこのコマンドコマンドコマンドコマンドはははは単独使用単独使用単独使用単独使用できずできずできずできずMA,MX,RXMA,MX,RXMA,MX,RXMA,MX,RX とととと共共共共にににに用用用用いられるいられるいられるいられる    

設定: GAn＜CR＞ 

n=0(セレクト解除) 

n=1(セレクト登録) 

取得: GA＜CR＞ 

応答値はGAn 

 

GDGDGDGD    グラフダウンロードグラフダウンロードグラフダウンロードグラフダウンロード    

※※※※内部処理内部処理内部処理内部処理のののの違違違違いからいからいからいから画面表示値画面表示値画面表示値画面表示値ととととコマンドコマンドコマンドコマンド取得値取得値取得値取得値にににに±±±±1dB1dB1dB1dB のののの差差差差がががが出出出出ることがあるることがあるることがあるることがある    

取得: GD＜CR＞ 

1画面分の各周波数に対応したレベルを出力する 

出力書式は次の通り 

GD＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

/＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

F0083.0000L-100＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

F0083.0312L-100＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

... 

F0092.9375L-100＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

F0092.9687L-100＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

/＜SP＞＜CR＞＜LF＞ 

区切り(/＜SP＞＜CR＞＜LF＞)内部は320行 
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GNGNGNGN    スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム////ビデオビデオビデオビデオ入力感度入力感度入力感度入力感度    初期値初期値初期値初期値: 4 : 4 : 4 : 4         ※※※※SR2000ASR2000ASR2000ASR2000A ではではではではビデオビデオビデオビデオ入力感度入力感度入力感度入力感度をををを兼用兼用兼用兼用するするするする    

設定: GNn＜CR＞ 

n=0(0dB) 

n=1(-10dB) 

n=2(-20dB) 

n=3(-30dB) 

n=4(-40dB) 

n=5(-50dB) 

取得: GN＜CR＞ 

応答値はGNn 

 

GRGRGRGR    セレクトメモリーリストセレクトメモリーリストセレクトメモリーリストセレクトメモリーリスト    ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: GRnn＜CR＞ 

応答値はnn=00～99(チャンネル指定) 

nn=%%(全チャンネル) 

nnは必ず二桁で指定 

 

HVHVHVHV    ビデオビデオビデオビデオ出力水平位置出力水平位置出力水平位置出力水平位置    初期値初期値初期値初期値: 16 : 16 : 16 : 16     

設定: HVn＜CR＞ 

n=0～49 

0で左寄りとなり、数値が増加するにつれて右方向に移動する 

取得: HV＜CR＞ 

応答値はHVnn(固定長) 

 

LCLCLCLC    信号強度自動出力信号強度自動出力信号強度自動出力信号強度自動出力        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: LCn＜CR＞ 

n=0(出力しない) 

n=1(出力する) 

取得: LC＜CR＞ 

応答値はLCn 

 

LMLMLMLM    信号強度読信号強度読信号強度読信号強度読みみみみ出出出出しししし        ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: LM＜CR＞ 

応答値はスケルチがNSQかLSQかで異なる 

スケルチがNSQの場合 

ATx AMy NSQm LMnnn 

スケルチがLSQの場合 

ATx AMy LSQm LMnnn 

ATxはコマンドATを参照 

AMyはコマンドAMを参照 

m=0(スケルチ閉),m=1(スケルチ開) 

nnn=000～999(強度) 

nnnは値が大きいほど強度が強い事を示す  
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MAMAMAMA    メモリーチャンネルデータメモリーチャンネルデータメモリーチャンネルデータメモリーチャンネルデータ読読読読みみみみ出出出出しししし    ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: MAmnn＜CR＞ 

m=0～9(メモリーバンク) 

nn=00～99(メモリーチャンネル) 

応答値はMXmnn GAn RFmmmmnnnnnn MDn SQn ATn AMn TMxx... 

コマンドMXを参照、RFはHz単位、SQが追加される 

未設定チャネルはMXmnn ---となる 

 

MBMBMBMB    メモリーバンクメモリーバンクメモリーバンクメモリーバンク削除削除削除削除        ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: MBn＜CR＞ 

n=0～9(メモリーバンク) 

 

MCMCMCMC    マーカーマーカーマーカーマーカー周波数周波数周波数周波数ををををセンターセンターセンターセンター周波数周波数周波数周波数ににににするするするする        ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: MC＜CR＞  

 

MDMDMDMD    復調復調復調復調モードモードモードモード    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: MDn＜CR＞ 

n=0(NFM) 

n=1(WFM) 

n=2(SFM) 

n=3(AM) 

取得: MD＜CR＞ 

応答値はMDn 

 

MEMEMEME    中央値演算回数中央値演算回数中央値演算回数中央値演算回数    初期値初期値初期値初期値: 4 : 4 : 4 : 4     

設定: MEn＜CR＞ 

n=2～4 

取得: ME＜CR＞ 

応答値はMEn 

 

MFMFMFMF    マーカーマーカーマーカーマーカー周波数周波数周波数周波数    初期値初期値初期値初期値: CF: CF: CF: CF 値値値値とととと同同同同じじじじ        

設定: MFm.n＜CR＞ 

m.n=20～3005[MHz] 

nは100Hz単位で指定 

但し、設定可能なm.nはセンター周波数と周波数スパンに依存する 

取得: MF＜CR＞ 

応答値はMFmmmm.nnnn[MHz](固定長) 

 

MIMIMIMI    マーカーマーカーマーカーマーカー強度読強度読強度読強度読みみみみ出出出出しししし    ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: MI＜CR＞ 

応答値はMI-nn 

-nn=-99～0 
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MOMOMOMO    マーカーデータマーカーデータマーカーデータマーカーデータ出力出力出力出力    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

※※※※スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム表示表示表示表示においてにおいてにおいてにおいて、、、、スペクトラムデータスペクトラムデータスペクトラムデータスペクトラムデータがががが更新更新更新更新されるされるされるされる度度度度にににに

マーカーマーカーマーカーマーカー周波数周波数周波数周波数ととととマーカーマーカーマーカーマーカー強度強度強度強度をををを出力出力出力出力するするするする        

設定: MOn＜CR＞ 

n=0(出力しない) 

n=1(出力する) 

取得: MO＜CR＞ 

応答値はMOn 

 

MQMQMQMQ    メモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネル削除削除削除削除    ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: MQmnn＜CR＞ 

m=0～9(メモリーバンク) 

nn=00～99(メモリーチャンネル) 

 

MRMRMRMR    メモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネルメモリーチャンネル受信受信受信受信モードモードモードモード        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: MRmnn＜CR＞ 

m=0～9(メモリーバンク) 

nn=00～99(メモリーチャンネル) 

 

MSMSMSMS    メモリーチャンネルスキャンメモリーチャンネルスキャンメモリーチャンネルスキャンメモリーチャンネルスキャン        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: MSn＜CR＞ 

n=0～9(メモリーバンク) 

 

MUMUMUMU    ミュートミュートミュートミュート        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: MUn＜CR＞ 

n=0(消音しない) 

n=1(消音する) 

取得: MU＜CR＞ 

応答値はMun 

 

MXMXMXMX    メモリーチャンネルデータメモリーチャンネルデータメモリーチャンネルデータメモリーチャンネルデータ設定設定設定設定        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: MXmnn GAn RFm.n MDn ATn AMn TMxx...＜CR＞ 

MXmnn:m=0～9(メモリーバンク),n=00～99(メモリーチャンネル) 

GAnはコマンドGAを参照,省略可能で省略時はGA0が指定 

RFm.n[MHz] 

MDnはコマンドMDを参照 

ATnはコマンドATを参照,省略可能で省略時はAT0が指定 

AMnはコマンドAMを参照,省略可能で省略時はAM1が指定 

TMxx...,xx...はチャンネルタイトルで最大12文字の可変長,省略可 
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NPNPNPNP    NTSC/PALNTSC/PALNTSC/PALNTSC/PAL 切切切切りりりり替替替替ええええ    初期値初期値初期値初期値: 02 : 02 : 02 : 02     

設定: NPmn＜CR＞ 

m:スペクトラム画面出力 

m=0(NTSC) 

m=1(PAL) 

n:ビデオ復調 

n=0(NTSC) 

n=1(PAL) 

n=2(AUTO) 

取得: NP＜CR＞ 

応答値はNPmn 

 

OFOFOFOF    オフセットオフセットオフセットオフセット受信受信受信受信        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: OFn＜CR＞ 

n=0(オフセット受信無効) 

n=1(オフセット受信有効) 

取得: OF＜CR＞ 

応答値はOFn 

 

OLOLOLOL    オフセットオフセットオフセットオフセット周波数周波数周波数周波数        初期値初期値初期値初期値: +0 : +0 : +0 : +0     

設定: OLxm.n＜CR＞ 

x:+または-,オフセットの方向を示す 

m.n=0.0001～999.9999[MHz] 

取得: OL＜CR＞ 

応答値はOLxmmm.nnnn(固定長) 

 

OMOMOMOM    観測観測観測観測モードモードモードモード    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: OMn＜CR＞ 

n=0(スペアナモード) 

n=1(ステップリゾリューションモード) 

n=2(チャンネルスコープモード) 

取得: OM＜CR＞ 

応答値はOMn 

 

PDPDPDPD    パスパスパスパス周波数削除周波数削除周波数削除周波数削除        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: PDmmnn＜CR＞ 

mm=01～40(サーチバンク) 

nn=00～49(パスチャンネル) 

バンク,チャンネル共必ず二桁で指定する 

 

PMPMPMPM    スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム描画描画描画描画モードモードモードモード        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: PMn＜CR＞ 

n=0(Paint) 

n=1(Outline) 

取得: PM＜CR＞ 

応答値はPMn 
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PPPPPPPP    プライオリティチャンネルプライオリティチャンネルプライオリティチャンネルプライオリティチャンネル設定設定設定設定        

設定: PPmnn＜CR＞ 

m=0～9(メモリーバンク) 

nn=00～99(メモリーチャンネル) 

取得: PP＜CR＞ 

応答値はPPmnn 

 

PQPQPQPQ    プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ機能切機能切機能切機能切りりりり替替替替ええええ        

設定: PQn＜CR＞ 

n=0(無効) 

n=1(有効) 

取得: PQ＜CR＞ 

応答値はPQn 

 

PRPRPRPR    パスパスパスパス周波数読周波数読周波数読周波数読みみみみ出出出出しししし    ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: PRmm＜CR＞ 

mm=01～40(サーチバンク) 

応答値はPRmm nnnn.nnnn[MHz]のリスト 

一つも登録されていない場合はOK応答のみとなる 

 

PWPWPWPW    パスパスパスパス周波数設定周波数設定周波数設定周波数設定((((ノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチ) ) ) )     ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: PWm.n＜CR＞ 

m.n=25～3000[MHz] 

周波数を省略した場合は現在の受信周波数をパス周波数に設定 

FFTサーチには適用されない 

 

QSQSQSQS    サーチバンクサーチバンクサーチバンクサーチバンク削除削除削除削除        ※※※※設定設定設定設定のみのみのみのみののののコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: QSnn＜CR＞ 

nn=01～40(サーチバンク) 

サーチバンク内に設定されていたパス周波数も削除する  

 

RF RF RF RF 受信周波数受信周波数受信周波数受信周波数        

設定: RFm.n＜CR＞ 

m.n=25～3000[MHz] 

取得: RF＜CR＞ 

応答値はRFmmmm.nnnn[MHz](固定長) 

 

RQRQRQRQ    ノイズスケルチノイズスケルチノイズスケルチノイズスケルチ    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: RQn＜CR＞ 

n=0～72 

取得: RQ＜CR＞ 

応答値はRQnnn(固定長) 

 

RSRSRSRS    リセットリセットリセットリセット        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: RS＜CR＞  

サーチバンクやメモリーチャンネル等の消去は行わない 

コマンド発行後、再起動が必要  
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RWRWRWRW    スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム周波数分解能周波数分解能周波数分解能周波数分解能        初期値初期値初期値初期値: 2 : 2 : 2 : 2     

設定: RWn＜CR＞ 

n=0(1kHz) 

n=1(4kHz) 

n=2(32kHz) 

n=3(64kHz) 

n=4(128kHz) 

取得: RW＜CR＞ 

応答値はRWn 

 

RXRXRXRX    受信機状態読受信機状態読受信機状態読受信機状態読みみみみ取取取取りりりり        ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: RX＜CR＞ 

応答値は受信モードにより異なる 

メモリーンチャンネル受信モードの場合 

MR MXmnn GAn RFmmmm.nnnn STmmm.nn MDn ATn AMn TMxx... 

コマンドMRを参照、RFはMHz単位、STはkHz単位 

メモリーチャンネルスキャンモードの場合 

MS MXmnn GAn RFmmmmnnnnnn STmmmnnn MDn SQn ATn AMn TMxx... 

コマンドMSを参照、RFとSTはHz単位、SQが追加される 

セレクトメモリースキャンモードの場合 

SM MXmnn GAn RFmmmmnnnnnn STmmmnnn MDn SQn ATn AMn TMxx... 

コマンドSMを参照、RFとSTはHz単位、SQが追加される 

ノーマルサーチモードの場合 

SSnn RFmmmmnnnnnn STmmmnnn MDn SQn ATn AMn TTxx... 

コマンドSSを参照、RFとSTはHz単位、SQが追加される 

FFTサーチモードの場合 

FFmm TSnn TT-kk 

コマンドFFを参照 

VFOモードの場合 

Vx RFmmmm.nnnn STmmm.nn MDn ATn AMn 

コマンドVxを参照、RFはMHz単位、STはkHz単位 

WSPモードの場合 

WSxx RFmmmm.nnnn 

コマンドWSを参照、RFはMHz単位 

 

RYRYRYRY    スススステップアップダウンテップアップダウンテップアップダウンテップアップダウン            ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド        WSPWSPWSPWSP ではではではでは使用不可使用不可使用不可使用不可    

設定: RYn＜CR＞ 

n=0(ステップアップ) 

n=1(ステップダウン) 

 

SCSCSCSC    ノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチ、、、、スキャンスキャンスキャンスキャンのののの停止停止停止停止、、、、無停止無停止無停止無停止モードモードモードモード    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

                    ※※※※FFTFFTFFTFFT サーチサーチサーチサーチはははは常常常常にににに無停止無停止無停止無停止モードモードモードモード動作動作動作動作    

設定: SCn＜CR＞ 

n=0(停止モード) 

n=1(無停止モード) 

取得: SC＜CR＞ 

応答値はSCn 
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SESESESE    サーチバンクサーチバンクサーチバンクサーチバンク登録登録登録登録、、、、設定設定設定設定                ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: SEnn SLm.n SUm.n STm.n MDn ATn TTxx...＜CR＞ 

SEnn:nn=01～40(サーチバンク、必ず二桁指定) 

SLm.n[MHz](サーチ下限周波数) 

SUm.n[MHz](サーチ上限周波数) 

STm.n[kHz](ノーマルサーチステップ周波数) 

MDn:コマンドMDを参照 

ATn:コマンドATを参照,省略時はAT0が設定 

TTxx...:xx...はバンクタイトルで最大12文字の可変長,省略可 

各コマンドは空白文字一文字で区切られる 

※ RF AMPは常にONで設定される  

 

SLSLSLSL    シリアルシリアルシリアルシリアル回線選択回線選択回線選択回線選択        初期値初期値初期値初期値: 2: 2: 2: 2    ※※※※コマンドコマンドコマンドコマンド設定直後設定直後設定直後設定直後よりよりよりより有効有効有効有効    

設定: SLn 

n=1(REMOTE1) 

n=2(REMOTE2) 

取得: SL＜CR＞ 

応答値はSLn 

 

SMSMSMSM    セレクトメモリースキャンセレクトメモリースキャンセレクトメモリースキャンセレクトメモリースキャン        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: SM＜CR＞  

 

SPSPSPSP    フリースキャンフリースキャンフリースキャンフリースキャン時間時間時間時間    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: SPn.n＜CR＞ 

n.n=0.0～9.9[秒] 

n.n=0の場合はフリースキャンOFF 

取得: SP＜CR＞ 

応答値はSPn.n(固定長) 

 

SQSQSQSQ    スケルチスケルチスケルチスケルチ        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: SQn＜CR＞ 

n=0(ノイズスケルチ) 

n=1(レベルスケルチ) 

取得: SQ＜CR＞ 

応答値はSQn 

 

SRSRSRSR    サーチバンクサーチバンクサーチバンクサーチバンクのののの読読読読みみみみ取取取取りりりり        ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: SRnn＜CR＞ 

応答値はnn=01～40(サーチバンク) 

必ず二桁で指定 

SRnn SLmmmmnnnnnn SUmmmmnnnnnn STmmmnnn MDn SQn ATn AMn TTxx... 

各コマンドの詳細はコマンドSEを参照 

SL、SU、STはHz単位、SQが追加される 

 

SSSSSSSS    ノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチノーマルサーチ        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: SSmm＜CR＞ 

mm=01～40(サーチバンク) 

必ず二桁で指定 
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STSTSTST    周波数周波数周波数周波数ステップステップステップステップ((((サーチサーチサーチサーチ以外以外以外以外))))    初期値初期値初期値初期値: 10 : 10 : 10 : 10     

設定: STm.n＜CR＞ 

m.n=0.1～100[kHz],6.25[kHz],8.33[kHz] 

取得: ST＜CR＞ 

応答値はSTmmm.nn(固定長) 

 

SVSVSVSV    サーチデータサーチデータサーチデータサーチデータををををVFOVFOVFOVFO へへへへコピーコピーコピーコピー        ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: SVn＜CR＞ 

n=0(VFO-A) 

n=1(VFO-B) 

n=2(VFO-C) 

n=3(VFO-D) 

n=4(VFO-E) 

n=5(VFO-F) 

n=6(VFO-G) 

n=7(VFO-H) 

n=8(VFO-I) 

 

TFTFTFTF    スタートスタートスタートスタート周波数周波数周波数周波数    ※※※※センターセンターセンターセンター周波数周波数周波数周波数ととととスペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム周波数周波数周波数周波数スパンスパンスパンスパンによりによりによりにより設定不能値有設定不能値有設定不能値有設定不能値有りりりり    

設定: TFm.n＜CR＞ 

m.n=20～2999.92[MHz] 

nは100Hz単位で指定 

取得: TF＜CR＞ 

応答値はTFmmmm.nnnn[MHz](固定長) 

 

TITITITI    プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ時間間隔時間間隔時間間隔時間間隔    初期値初期値初期値初期値: 5: 5: 5: 5    

設定: TIn＜CR＞ 

n=1～20[秒] 

取得: TI＜CR＞ 

応答値はTInn(固定長) 

 

TLTLTLTL    スペクトラムピークトリガスペクトラムピークトリガスペクトラムピークトリガスペクトラムピークトリガ        初期値初期値初期値初期値: : : : ----90 90 90 90     ※※※※マーカーマーカーマーカーマーカー機能機能機能機能ののののピークピークピークピーク検出検出検出検出にてにてにてにて使用使用使用使用    

設定: TL-n＜CR＞ 

nn=0～99 

TLと引数nnとの間にはマイナス記号が必要 

取得: TL＜CR＞ 

応答値はTL-nn(固定長) 
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TSTSTSTS    FFTFFTFFTFFT 周波数周波数周波数周波数ステップステップステップステップ    初期値初期値初期値初期値: 6: 6: 6: 6    ※※※※nnnnはははは02020202 からからからから始始始始まるまるまるまる事事事事にににに注意注意注意注意    

設定: TSn＜CR＞ 

n=2～12 

n=2(5kHz) 

n=3(6.25kHz) 

n=4(8.33kHz) 

n=5(9kHz) 

n=6(10kHz) 

n=7(12.5kHz) 

n=8(20kHz) 

n=9(25kHz) 

n=10(30kHz) 

n=11(50kHz) 

n=12(100kHz) 

取得: TS＜CR＞ 

応答値はTSnn(固定長) 

 

TTTTTTTT    FFTFFTFFTFFT 閾値閾値閾値閾値        初期値初期値初期値初期値: : : : ----40 40 40 40     

設定: TT-n＜CR＞ 

n=0～99[dB] 

TTと引数の間にはマイナス記号が必要 

取得: TT＜CR＞ 

応答値はTT-nn(固定長) 

 

VOVOVOVO    ビデオビデオビデオビデオ復調周波数復調周波数復調周波数復調周波数        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: VOn＜CR＞ 

n=0(AUDIO周波数に一致) 

n=1(-2.65MHzオフセット) 

取得: VO＜CR＞ 

応答値はVOn 

 

VRVRVRVR    ファームウェアバージョンファームウェアバージョンファームウェアバージョンファームウェアバージョン            ※※※※取得取得取得取得のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

取得: VR＜CR＞ 

応答値はバージョンを示す文字列 

 

VSVSVSVS    スペクトラムスペクトラムスペクトラムスペクトラム////ビデオビデオビデオビデオ表示切表示切表示切表示切りりりり替替替替ええええ    初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: VSn 

n=0(スペクトラム) 

n=1(ビデオ表示) 

取得: VS＜CR＞ 

応答値はVSn 
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VxVxVxVx    VFOVFOVFOVFO 設定設定設定設定、、、、選択選択選択選択        ※※※※VxVxVxVx＜＜＜＜CRCRCRCR＞＞＞＞はははは取得取得取得取得のみならずのみならずのみならずのみならず無無無無くくくくVFOVFOVFOVFO 選択動作選択動作選択動作選択動作となるとなるとなるとなる    

設定: Vxm.n＜CR＞ 

x=A～I 

m.n=25～3000[MHz] 

nは10Hz単位まで指定可能 

選択: Vx＜CR＞ 

応答値はVx RFmmmmnnnnnn STmmmnnn AUn MDn SQn ATn AMn 

x=A～I 

x=A(VFO-A) 

x=B(VFO-B) 

x=C(VFO-C) 

x=D(VFO-D) 

x=E(VFO-E) 

x=F(VFO-F) 

x=G(VFO-G) 

x=H(VFO-H) 

x=I(VFO-I) 

RFとSTはHz単位、SQが追加される 

 

WFWFWFWF    ウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォール        初期値初期値初期値初期値: 0 : 0 : 0 : 0     

設定: WFn＜CR＞ 

n=0(OFF) 

n=1(ON) 

取得: WF＜CR＞ 

応答値はWFn 

 

WSWSWSWS    広帯域広帯域広帯域広帯域スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル            ※※※※設定設定設定設定のみののみののみののみのコマンドコマンドコマンドコマンド    

設定: WSxx RFm.n＜CR＞ 

xx=20または40(スペクトル周波数スパンをMHz単位で指定) 

m.n=35～2990(入力可能範囲はスペクトル周波数スパンに依存) 
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11.11.11.11.    SR2000ASR2000ASR2000ASR2000A    仕様仕様仕様仕様 

 

受信周波数範囲  25.000MHz～3000.000MHz 

復調モード  AM/NFM/WFM/SFM 

RF構成   トリプルスーパーヘテロダイン方式 

中間周波数  第一 254.3/744.3MHz 第二 10.7MHz 第三 455kHz 

受信感度   25M ～ 225MHz NFM: 0.35μV (12dB SINAD) 

     AM : 0.6 μV (10dB S/N) 

     WFM: 2.0 μV (12dB SINAD) 

   225M ～ 1.7GHz NFM: 0.35μV (12dB SINAD) 

     AM : 0.8 μV (10dB S/N) 

     WFM: 2.0 μV (12dB SINAD) 

   1.7G ～ 2.7GHz NFM: 0.6 μV (12dB SINAD) 

   2.7G ～ 3GHz NFM: 1.5 μV (12dB SINAD) 

IP3   +1.0dBm 

S/N   25M ～ 225MHz 40dB 

   225M ～ 1.7GHz 35dB 

   1.7G ～ 2.7GHz 32dB 

   2.7G ～ 3GHz 30dB 

周波数安定度  ±1ppm(0～50℃) 

LCD表示部  5インチ(127mm)TFTカラー液晶 

メモリーチャンネル数 1000 

サーチバンク数  40 

パス数   2000 

プライオリティCH数 1 

観測モード  スペクトラム、ステップレゾリューション、チャンネルスコープ 

信号入力端子  50Ω BNC型 

オーディオ出力  1200mW(8Ω) THD10% 

PC接続端子  USB端子×1 RS-232C端子×1 

電源電圧   DC12V～16V 1400mA(1W出力時) 

操作   25キーとダイヤル 

動作保証温度範囲  0～25℃ 

外形寸法   250(W)×120(H)×195(D)mm 突起含まず 

重量   3.3kg 

 

 

※ 測定値は標準生産品のもので必ずしも保証する値ではありません。 

※ 本機は広帯域機器のため機器内部の発振により受信できなかったり、雑音を発生する周波数がありま

す。また、テレビやラジオ等の近くで使用された場合は影響を与えることがあります。 

※ 他の無線機やテレビ・ラジオ・パソコン等のデジタル機器の近く、車内等では雑音が入る場合があり

ます。 

※ ご使用になる場所やアンテナによってはテレビ放送などの強い電波の影響を受けて受信できないこ

とがあります。 

 ※ デジタル受信なと一部の機密を要する無線局は音声として聞くことのできない通信方式が採用され

ています。 

 ※ 受信された内容は電波法上、第三者に漏洩したり、行動に移したりすることが禁止されています。 
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